
 

 

令和５年度 「各クラス・各期のエピソード」 
 

各クラスのそれぞれの期の保育記録の中から、自身の保育を捉え直したり、保育を更新した
りしてきたエピソードを記録してきた。幼児の姿の読み取りから教師がどのような願いをも
ち、その願いをどのように環境に込めたのか、保育の振り返りや交流でのカンファレンス等か
らどのように保育を更新してきたのか、そのプロセスに焦点を当てて書き起こした。各エピソ
ード冒頭の見出しは、エピソードの内容を簡単にまとめている。以下に、今年度の各クラス・各
期における事例を示す。 
 
 
＜３歳クラス Ⅰ期 ５月＞「安心して好きなことを楽しむ姿を支える」 
 

これまでの保育の様子 

 入園して園生活が始まるⅠ期は、安心感を第一にしている。遊ぶ楽しさから園生活に慣れていけるように、

３歳保育室の目の前にある砂場には、プラスチック製の電車やシャベルなどを置いたり、小さめの砂山をつ

くっておいたりした。また、なべや皿などの料理道具を近くのテーブルに置き、すぐに遊び出せる状態にす

ることで、外遊びに興味をもてるような環境構成を行っていた。 

 ４月中旬、３歳クラス児は固定遊具や乗り物で遊んだり、池でオタマジャクシを捕まえたり、教師と手を

つないで園内を散策したりとそれぞれのペースで遊んでいた。４月下旬には、中央砂場で５歳クラスの雨ど

い遊びに仲間入りし、裸足になって砂場で遊ぶ幼児もいた。３歳保育室前のテーブルで料理をして遊ぶ幼児

はいたが、３歳クラス前の砂場で遊ぶ姿は少なかった。同じ時期、他園を参観する機会があった。そこでは、

３歳クラス児が砂場で型抜きをしたり料理をつくったりして、一人一人が穏やかに遊ぶ姿が印象に残ってい

た。 

 

５月２日 

 この日、砂場で遊ぶＡ児を見かけた担任が近くへ行くと、Ａ児から「宝探し」という言葉が出た。登園し

てすぐに『ミッケ』を見ていたので、砂に何かを入れて探し出すイメージなのだろうと捉えた。４歳クラス

児が砂場からいなくなっても、Ａ児は砂場で遊び続けていた。この砂場は３歳保育室の目の前にあり、担任

や副担任等の保育者が近くにいて様子を見守ったり言葉をかけたりしやすい場所である。３歳クラス児にと

って、保育室に近く安心できる空間である。この日、Ａ児が長く遊び続ける様子を見て、Ａ児にとって砂場

が安心して過ごせる場であり、砂を掘ることに今の楽しみがあるのではないかと考えた。翌日から、登園前

の環境構成では、前日の遊びが思い出せるように掘った穴をそのまま残しておくことにした。 

 ゴールデンウィークが明けた 10 日の水曜カンファレンスで、他園を参観したことを話題にした。穏やか

に遊ぶ姿を支えているのが保育者の丁寧な援助とともに砂遊びの道具が十分にあり、種類が豊富なことにあ

るのではないかと話した。Ａ児らが最近、砂を掘って宝探しをしていることも話題に出すと、他の職員から、

今の３歳クラス児にあった道具を見直したらどうかという提案があった。カンファレンス後に道具がしまっ

てある物置を全職員で見に行くと、プラスチック製の熊手と柄の短いミニスコップが見付かった。副担任と

相談し、熊手とミニスコップを３つずつ、テラスの道具入れに付け足すことにした。 

 

３歳保育室テラスでＡ児とＢ児の２人で絵本『ミッケ』を見ている。Ｂ児が生き物探しに出かけると

Ａ児は砂場に行く。 

Ａ児：「宝探しだよ」プラスチックスコップで砂を掘り始める。 

担任：「へえ。たのしそうだね。何か出てくるかな」 

Ａ児：「これだよ」横に置いてあるキックバイクを示す。 

担任：「なるほど、これが宝なんだね」 

Ａ児：「うん」 

４歳クラス a児：「手伝うよ」一緒に穴を掘っていく。 

穴が深くなっていくと、底から水が染み出してくる。 

４歳クラス a児：「あ！水が出てきた！」 

Ａ児：「見たい」穴をのぞき込んで、じっと見つめる。 

担任：「おもしろいね。お水が出てきたね」 

 ４歳クラス a児がいなくなると、Ａ児は掘った穴にシャベルを埋めたり掘り返したりする。 



 

 

５月 11日 

 新たに付け足した道具に真っ先に気付いたのは４歳クラス児だった。４歳クラス児の姿がきっかけとなり、

複数の３歳クラス児が砂場で遊び始めた。ミニスコップを取り合う場面があったが、この時期は、貸し借り

の仲介ではなく、自由に使える道具があることを知ることが安心感につながると判断して援助した。Ａ児や

Ｃ児が必要とするタイミングで道具の場所を知らせ、自由に使ってよいことを伝えると、Ａ児は、熊手を両

手にもって砂をかいたり、ミニスコップに持ち替えたりして、長い時間、遊んでいた。振り返りタイムでは、

これまでに使っていたプラスチックシャベルに比べて、熊手やミニシャベルは手元が見えやすく、しゃがん

だまま砂を掘ることができ、３歳クラス児にとって扱いやすい道具であると共有した。翌日からも、熊手や

ミニスコップを砂場に置いて、登園してすぐに遊び出せるように環境を構成していこうと話し合った。 

 

５月 19日 

 登園後の仕度を終えると、Ａ児は毎日のように砂場に向かっていた。この日、担任がグラウンドから砂場

に戻ると、砂場の中にベンチが入っていて不思議に思った。振り返りタイムでＡ児の遊びを情報共有し納得

した。Ａ児の「ベンチを入れたい」という思いを肯定的に受け止め、Ａ児が試す様子を見守ったこと、Ａ児

の力でベンチが運べないとき、他にもベンチがあることを知らせたことを共有した。 

穴を掘ることに加え、何かを運んで穴に入れたいという姿は、次にしたいことが見付かり、安心して遊ん

でいる姿と捉え、Ａ児の思いを受け止めて援助していこうと援助の方向性を話し合った。 

 翌日以降、Ａ児は穴を掘り、掘った穴にリヤカーや３人乗りバギーなどが入るか試し、穴が小さいとそれ

らが入るくらいまで穴を大きく掘って遊ぶことを繰り返すようになった。 

 

 

 

 

 

 

 登園前に砂場にミニスコップと熊手を１つずつ置いておき、砂を少しだけ掘っておく。登園後の仕度

を終えた４歳クラスｂ児ｃ児が、砂場に来てミニスコップと熊手を使って穴を掘り始める。仕度を終え

た数名の３歳クラス児も砂場へ向かう。 

４歳クラスｂ児：「だめ。使わないで！」ミニスコップを取り返す。 

担任：「あら、どうしたの」 

４歳クラスｂ児：「これ、私がはじめに使っていたの」 

担任：「そうだったのね。Ｃちゃんは、どうしたいの」 

Ｃ児：「私も、使いたい」 

Ａ児：「ぼくも」 

担任：「あっちにまだあったと思うよ。一緒に探しに行ってみますか」 

Ａ児Ｃ児：「うん」砂場遊びの道具入れを教師と見に行く。 

Ａ児：「これ！」 

担任：「このかごの中なら、誰でも使えますよ」 

Ａ児は熊手、Ｃ児はミニスコップを持って砂場へ戻り、砂をかき分けて遊ぶ。 

Ａ児：「宝探ししようよ」副担任の手を引く。 

副担任：「宝探し？いいねえ」 

Ａ児は、砂場へ行き、ミニスコップで穴を掘っていく。 

Ａ児：「水、入れよう」バケツを持って水道から水を出し、掘った穴に入れる。 

副担任：「お水がたまったね」 

Ａ児：「ベンチを入れたい」４人用のベンチが置いてあるところへ行き、ベンチを押す。 

Ａ児：「動かない」 

副担任：「Ａちゃん、こっちにもベンチがありますよ」２人用のベンチを示す。 

Ａ児：「それにする」 

Ａ児がベンチを押すと横倒しになる。Ａ児は押して倒すことを繰り返しながら、砂場の穴まで運ぶ。 

副担任：「やった、入ったね」 

Ａ児：「うん」 



 

 

５月 29日   

 

 同じ砂場であっても、気象状況によって、砂が乾いていたり、大きな水たまりになっていたりするのが外

遊びの面白さの一つである。この日、Ａ児はまず自分で水たまりの中に入ると、テラスに置いてある遊具や

道具の中から一番大きいワゴンを持ってきた。大きな水たまりに自ら入ってみて、そこに大きなワゴンが入

るのか試したいと思ったのではないかと読み取った。 

Ａ児の真剣な様子に３歳クラスの友達がやってきた。これまでＡ児の砂場遊びは、教師が近くで見守った

り教師や年上の幼児が一緒に遊んだりすることがほとんどであった。周りの友達の存在を知る時期に、Ａ児

の遊びに友達も加わり一緒に遊ぶ楽しさを味わうことが、これからのＡ児の育ちにつながることを願った。

そこで、教師も遊びに加わりながら、友達と一緒に力を合わせてワゴンが動いた達成感が味わえるような言

葉をかけた。一緒に遊んでいた時間は短いが、Ａ児にとって好きな遊びをしている安心感があることで、友

達と一緒に遊ぶ楽しさにもつながっていくのではないかと捉えた。 

 

考察 

 園生活が始まるⅠ期は、園での遊びや生活、教師、場所、友達に慣れることを願い、安心感を第一に援

助してきた。幼児が何に興味があり、どこで遊んでいたのかなど、日々の振り返りタイムで共有しなが

ら、翌日以降の援助や環境構成に反映していった。その中で、４月下旬に他園を参観したことがこの時期

の砂場の環境構成を捉え直すきっかけとなった。例年の３歳クラスでは、砂場でプラスチック製の電車を

走らせて遊ぶ幼児がいたことから、砂場に電車を置き、砂山をつくって電車を走らせられるようにしてい

た。しかし、目の前にいる３歳クラス児にとって興味をひくものではなかった。これまでの保育経験をも

とに入園式前に準備した道具の中から砂場の環境構成をしていたが、宝探しのイメージで砂を掘ることに

はつながっていないように思えた。しまってある道具を見直し、Ａ児の今の楽しみに適した道具を置いて

みることへ環境を更新した。その後のＡ児の姿を振り返ると、砂場で遊ぶことから一日をスタートし、砂

を掘ること、掘った穴に入りそうなものを入れてみること、入れた道具を穴から脱出させることへと好き

なことを見付けて試すようになっていった。熊手やミニスコップは扱いやすいものであったことも、遊び

が続く支えとなったと考える。 

Ａ児が掘る穴は大きくなり、穴に入れるものも多岐に渡った。昨年度まで、砂場の中に乗り物や、ワゴ

ンを入れる遊び方はあまり見られなかった。砂場は乗り物を乗る場所ではないことを伝えて止めるように

声をかけた方がよいのか考えた。しかし、Ａ児がやりたいことは、掘った穴に乗り物などが入るのかを試

すことだろうと読み取り、担任も副担任も安全面に配慮しながら、Ａ児がやりたいことを試せるように見

守った。Ａ児にとって好きなことを思う存分試せる環境や教師がＡ児の遊びを肯定的に捉えて見守る援助

が安心感につながったと考える。 

  ５月末、砂場の縁を熊手で掘り進めるＡ児がいた。近くにいくと「これを取りたいんだ」と砂場の枠の

ブロックを指さした。砂を掘る道具の種類が豊富になったことで、次にやりたいことが見付かり、好きな

週末からの雨で砂場に大きな水たまりができている。Ａ児が水たまりの中に足を入れる。 

Ａ児：「深い」 

担任：「本当だ。深いねえ」 

А児は、ままごと道具を入れるワゴンを押してきて、水たまりの中へ入れる。 

Ａ児：「動かない」 

 Ａ児がワゴンを引っ張っていると、Ｄ児が来て、ワゴンの反対側から押す。 

教師：「Ｄちゃん、手伝ってくれるの？Ａちゃん、これで動くかな」 

 Ａ児とＣ児でワゴンを押すと少し動く。Ａ児は熊手を手に持ち、タイヤの周りの砂をかき出す。 

Ａ児：「先生もやって」 

担任：「いいよ」一緒に砂をかき出す。 

Ｂ児：「何やっているの？」 

担任：「ワゴンが動かなくなって、砂を取っているの」 

Ｂ児：「ぼくもやるよ」 

Ｅ児：「私もやりたい」 

 Ａ児Ｂ児Ｅ児で砂をかき出して、ワゴンを押すと、水たまりからワゴンが抜け出す。 

担任：「すごい。よかったねＡちゃん」 

 Ａ児はうなずくと、ワゴンを押して、砂場の枠の外まで運び出す。 



 

 

ことを試す楽しさにつながったと考える。 



 

 

＜３歳クラス Ⅱ期 ７月＞「好きな遊びに夢中になる姿を支える環境構成」 
 

これまでの保育の様子 

 入園から３か月が経ち、３歳クラス児は、生き物を探したり、砂遊びをしたりと思い思いの遊びを見付け

て遊ぶようになってきた。砂場では、小さな板を使って、おうちごっこやままごとをする姿もあった。振り

返りタイムで、小さな板を橋や皿に見立てて遊んでいる姿を共有し、幼児が板を使いたいときに、すぐに使

えるように、トレーに入れて、幼児の目線に入る場所に置くことにした。また、テーブルを花壇の近くに移

動させるなど、屋外でしたい遊びを楽しめるように環境を構成していた。 

 ６月下旬、保育室に手を洗いに戻ったＦ児が、そのまま手洗い場で自分のハンドタオルを洗っていた。他

の幼児も教師も屋外で遊んでいたため、「外の水道でもできますよ」と声をかけた。Ｆ児は、屋外の水道で

しばらくタオルを洗っていた。同じ頃、他園を参観した際、園庭にタライや衣類が用意されていて、幼児が

タライの中で、ゴシゴシと衣類を洗ったり、干したりすることに夢中になっている姿を見た。洗濯をして遊

ぶ姿を初めて目の当たりにし、これまで洗濯を遊びとして考えたことがなかった自分に気付いた。Ｆ児は以

前にも、５歳クラス児の雨どい遊びに仲間入りした際、くつ下を洗っていたことがあったことを思い返した。

保育室でタオルを洗っていたＦ児へ声をかけたのは、安全面の配慮からであり、遊びの援助としての意味合

いはなかった。Ｆ児が洗うことを楽しみたいと思ったときに、その遊びを存分に楽しめる環境はどのような

ものか担任・副担任とで考えることにした。元々、砂場脇の樹木に洗濯ばさみ付きのロープをかけてあった

ので、その近くに、水を張ったコンテナボックスとバケツを用意し、この経緯を水曜カンファレンスで共有

した。 

 

７月６日 

 初めは水たまりをつくっていたＦ児であったが、長靴の中に水が入るという突発的な出来事から、関心が

くつ下を洗うことへと移っていった。一緒に遊んでいたＧ児が料理づくりのために砂場から離れた後も、Ｆ

児は黙々とくつ下を洗っていた。振り返りタイムでは、Ｆ児はやはり洗うことが好きなのだと捉えるととも

に、好きなことができるように環境を構成することの大切さについて話題になった。砂場と樹木の間に水を

張ったコンテナとバケツを用意していたが、他の遊びをする幼児と遊ぶ場所が重ならないことや日陰になっ

て日差しからも守られることが、したいことに落ち着いて取り組める空間になっていたと捉えた。 

Ｆ児がスコップで砂場の穴を広げている。Ｇ児が仲間入りし、２人で水たまりをつくっている。２人

の近くで遊んでいた幼児がジョウロで水を撒いていると、Ｆ児の長靴の中に水が入る。 

Ｆ児：「やめてよ」片方の長靴とくつ下を脱ぐ。 

Ｇ児：「今日は、裸足はだめよ」 

担任：「実は、水がかかって困っているみたい。どうしたらいいかしら」 

Ｇ児：「私が、干してあげる」砂場脇の樹木に吊してあった洗濯ばさみにくつ下をはさむ。 

担任：「Ｆちゃん、これで大丈夫ね」 

Ｆ児：「うん」 

Ｇ児は、バケツに水を汲み、水たまりを大きくしている。Ｆ児は、濡れていない方のくつ下を脱ぎ、

バケツの中でもみ洗いを始める。 

Ｇ児：「私は、大工のお母さんなの。Ｆちゃんは、何がいい？」 

Ｆ児：「お姉ちゃん」くつ下を洗い続ける。 

Ｇ児：「分かった。じゃあ、ここをおうちってことにしようよ。こっちが洗濯でここで手も洗えるわ。そ

うだ、お料理もしましょう」小さな板に砂を乗せてこどもの家に運び、オーブントースターに入

れる。 

「先生、できたから食べに来て」 

担任：「分かったわ」こどもの家に向かう。 

Ｇ児：「ここに座って食べて」 

担任：「ありがとう。おいしい！料理が得意なんですね」食べる仕草をする。 

 Ｆ児は、砂場に残って、バケツでくつ下を洗い続けている。 

Ｆ児：「せ～んた～くや～、やってま～す」抑揚を付けて、何度も口ずさむ。 

担任：「すみません、この布巾ですけど、しみが取れないんです。お願いできますか」保育室に取り 

に行った布巾をＦ児に見せる。 

Ｆ児：「分かりました」バケツの中に布巾を入れ、水をかき混ぜたり、もみ洗いをしたりし続ける。 



 

 

 こどもの家から見守っていると、「せ～んた～くや～、やってま～す」というＦ児の声が聞こえてきた。

４・５歳クラス児がお店屋さんごっこでお客さんに来てほしいときに、「ケーキ屋さーん、やってるよー！」

という掛け声をかけることがある。Ｆ児もこの掛け声を耳にしたことがあったのだろう。同じような抑揚で

鼻歌のように楽しそうな声を発していた。担任はＧ児の料理ごっこに加わりながら、Ｆ児の様子を見守って

いたが、Ｆ児が他者に向けて働きかけた姿を捉え、このタイミングでお客として遊びに加わろうと考えた。

そして、この遊びをＦ児が楽しく続けられるように、布巾を用意してＦ児に届けることにした。Ｆ児はこの

あと布巾を水を替えながら洗うことを繰り返し、片付けの時間には洗濯ばさみで干していた。 

この日の振り返りタイムを通して、他園で洗濯遊びを見たことから、洗濯も遊びと捉えて環境構成や援助

を行ったことがこの日のＦ児の姿につながったことを共有した。放課後の職員室でこのことを共有するとと

もに、洗う楽しさが思い出せるように、布巾を洗濯ばさみに干したままにしておくことを確認した。 

 

７月７日 

 翌日もＦ児は洗濯遊びの続きを始めた。Ｆ児が遊んでいる様子に興味をもったＧ児Ｈ児が仲間入りする

と、Ｆ児はバケツを一緒に使うことを受け入れて一緒に遊んでいた。Ｇ児Ｈ児が違う遊びに移ってもＦ児

は洗うことを続けていた。４歳クラス担任が通りかかった際、会話の中で、４歳クラスの布巾も自分がき

れいにしたいという、洗濯への思いがふくらんだ。担任・副担任との振り返りタイムだけでなく、水曜カ

ンファレンスや放課後の職員室などで他クラスの職員とも情報共有することが日常的に行われていること

が、よいタイミングでの言葉かけや連携につながった。 

遊ぶ様子を見守る中で、Ｆ児が濁っていないきれいな水で洗いたいという思いをもっていることが分か

った。コンテナの水は、砂場で遊ぶ他の幼児も使っているため濁ってしまう。昨日から洗濯遊びに夢中に

なっていたことから「きれいな水を使って布巾をきれいにしたい」というＦ児の思いを大切に受け止めた

いと考えた。援助者が担任から副担任に交代する際、このことを情報共有することで、Ｆ児の思いに寄り

添った援助をすることができ、洗うことを楽しむＦ児の姿を支えることにつながった。 

 翌日以降も、洗濯や水遊びなど、したいことができるように、同じ場所に水を張ったコンテナやバケツ

Ｆ児：「もう少し、きれいにしたいの」 

担任：「きのうもお洗濯屋さん、はりきっていたものね」 

Ｇ児Ｈ児：「入れて」 

Ｆ児：「いいよ」 

Ｇ児Ｈ児：「私も布巾、ほしい」 

担任：「はい、これでいいかしら」布巾を渡す。 

 Ｆ児Ｇ児Ｈ児の３人で、布巾を洗ったり干したりする。Ｇ児とＨ児が他の場所に遊びに行ったあとも

Ｆ児は、洗ったり干したりをくり返す。 

４歳クラス担任：「あら、３歳さんが何か楽しそうなことをしている」生き物探しの途中で立ち止まる。 

Ｆ児：「お洗濯しているの」 

４歳クラス担任：「へえ。Ｆちゃん、お洗濯できるの。すごいね。そうだ、４歳クラスにも、汚れている 

布巾があったんだよなあ」 

Ｆ児：「私が洗う」 

４歳クラス担任：「え、いいの。ありがとう。今、持ってくるね」 

 Ｆ児は４歳クラスの布巾を受け取ると、ジャブジャブと洗い続ける。 

Ｆ児：「４歳さんのも汚れちゃって」通りかかった担任に見せる。 

担任：「わあ、Ｆちゃんのところにお客さんが来たのね」 

Ｆ児：「うん。きれいなお水ください」 

担任：「きれいなお水がほしいのね。一緒に行きますか」Ｆ児と水道の水をバケツに入れて戻る。 

 担任は固定遊具遊びをする幼児を見守るため、副担任にＦ児の様子を伝えて、その場を離れる。Ｆ児

は、しばらくすると布巾を持って保育室に入り、水道の水で洗い始める。 

副担任：「あら、Ｆちゃん、どうしたの」 

Ｆ児：「きれいなお水で洗いたいの」 

副担任：「お外にもお水、いっぱいあったわよ」 

Ｆ児：「でも、汚れちゃったの」 

副担任：「そうなのね。一緒に替えようか」 

Ｆ児：「うん」 



 

 

を用意していった。その日によって、洗濯をして遊ぶ幼児もいれば、コンテナの中に入って、水遊びをす

る幼児もいた。自分から環境に働きかけて遊ぶこれらの姿を振り返りタイムで共有していた。 

 ７月中旬になり、蒸し暑い日が多くなってきた頃、保育室と出会いの広場を行ったり来たりして過ごす

幼児の姿が振り返りタイムで話題になっていた。登園後、すぐに砂場や土山で遊ぶ出す幼児がいる中、何

をしようか探していて、やりたい遊びがまだ見付かっていないのかもしれないと捉えた。Ⅱ期は「思い思

いの遊びを見付け、自分から環境にはたらきかけていく時期」である。自分の好きなことを見付けて存分

に楽しむ姿を願って、保育室と園庭の中間にあるテラスの環境を見直すことにした。 

環境を更新する際、テラス前の空間でも遊ぶことができるように、園庭に移動させていた大きめのテー

ブルをテラスに戻した。プランターの花をテーブルの近くに置き、使いたいときにテラスからでも手が届

くようにするとともに、ビニール袋に水を入れて感触を楽しんで遊ぶことが好きな幼児がいたことから、

ビニール袋に水や花を入れたものをテーブルに置いておき、遊びかけの状態にしておくことにした。 

 

７月 19日 片付けの時間 

 この日、登園後の仕度を終えた幼児が入れ替わるように、ビニール袋に水を入れて振ったり、花びらを入

れたものを光に透かしたりして遊んでいた。ビニール越しに花びらを触っているうちに色がにじんでくるこ

とに気付いた幼児がいて、Ｉ児も思いついたやり方で色を出そうと試していた。Ｉ児はビニール袋の水に色

が付くと、屋外に出て違う遊びをしていたが、片付けを終えると保育室の自席へビニール袋を持って入った。

次の活動が始まるまで、Ｉ児はずっと手の平でビニール袋を押したりもんだりしていた。Ｉ児から何色に見

えるか聞かれた際、にこにことしたＩ児の表情から、この色水を大事にしているのだろうと捉え、薄褐色の

色水をミックスジュースの色と例えてみた。Ｉ児にとってはりんごジュースの見立てであったが、振り返り

タイムでは、Ｉ児にとって、この遊びが楽しいものであり、時間が経つと色が変わるのではないかという期

待も含めて、この遊びをＩ児が楽しんでいるのではないかと捉えた。また、テラスに遊びかけのものや遊び

に使える草花があることで、登園後の遊び出しを支えることにつながっているのではないかと話し合った。 

 

７月 21日  

 Ｉ児は自分が遊びの時間に使っていた水と花びらが入ったビニール袋を保育室に持って行く。 

Ｉ児：「ねえ、先生。これ何の色に見える？」自分の席に戻り、水と３色のベゴニアの花びらが入ったビ

ニール袋を持ち上げて担任に見せる。 

担任：「そうねえ。ミックスジュースの色かな」 

Ｉ児：「これは、りんごジュースになるの」ビニール袋の上から水や花をもむ。 

担任：「そうなの。楽しみね。もうそろそろ、プールの時間になるけど、ジュースはどうする？」 

Ｉ児：「ロッカーに入れておく！」ロッカーの自分のカバンの中に入れに行く。 

Ｉ児：「先生、袋ください」 

担任：「はい、どうぞ」ビニール袋に名前を書いて渡す。 

 Ｉ児は、プランターを眺め、ペチュニアのピンク色とベゴニアの赤色の花びらを袋に入れる。コップ

で鍋に入っている水をすくい、そっと袋に入れる。 

担任：「昨日と違う花も入れたのね」 

Ｉ児：「こうするとりんごジュースになるの！」ビニール袋の上から水や花をもむ。 

Ｉ児：「お花とお水と、こうやって最後は力持ち！」ビニール袋を指で押し、両手で高く持ち上げる。 

Ｉ児：「まずは、プニプニ！」ビニール袋を机に置いて、指で押す。 

担任：「なるほど！こうするとジュースになるのね。先生もやってみようかな」Ｉ児の横に紫色の花びら

と水を入れたビニール袋を持って行く。 

Ｉ児：「いいよ。こうやって、２つの手でプニプニする！」人差し指でビニール袋の上から押す。 

担任：「うん。プニプニね」Ｉ児の真似をする。 

Ｉ児：「そして、くるくるくるって回す」花びらを指先でつまんで擦り合わせる。 

担任：「くるくるくるって回すのね」Ｉ児と同じ動きをする。 

Ｉ児：「そして完成！」 

担任：「へえ」 

Ｉ児：「あっ、紫になってる」担任が使っていたビニール袋を見る。 

担任：「本当だ。Ｉちゃんが教えてくれたら色が出てきた」 

Ｉ児：「あ！りんごジュースになりそう」ビニール袋の上から指を動かし続ける。 



 

 

 この日、登園後の仕度を終えたＩ児はすぐにジュースづくりを始めた。昨日と同じ色合いの花びらを使っ

ていたが花の種類が変わっていることに気付き、声をかけると、Ｉ児が明るい声で身振りを交えてジュース

のつくり方を話し始めた。この楽しそうなＩ児の思いに共感することで夢中になって遊ぶ姿を支えたいと願

い、担任も遊びに加わろうと考えた。担任がＩ児の横にいくと、「プニプニ」「くるくるくる」など自分なり

の表現で伝えようとする姿があった。途中から仲間入りしたＪ児に対し、一緒に遊べるように自ら水をくみ

に行き、水の入れ方を教える姿もあった。振り返りタイムでは、Ｉ児が心を動かしながらこの遊びに夢中に

なっていた姿を共有した。また、一人一人の好きなことを遊びの時間にたっぷりできるように環境を構成し

ていくことで、幼児の満足感や自信につながるようにしていこうと今後の方向性を確認した。 

 

考察 

 入園から安心感を第一に援助してきた。Ⅱ期においては安心感を基盤に、一人一人がしたいことが見付

かることや好きなことに夢中になって遊ぶ姿を願い、援助の方向性を話し合い、翌日以降の保育に活かし

てきた。職員間で保育を改善していくサイクルを回していく中、他園への参観がより多面的に保育を見つ

め直すきっかけになった。他園で洗濯遊びを楽しむ姿を見たことで、自分自身の遊びへの捉えが更新され

た。他の職員が他園を参観した際、ままごとの皿を一枚一枚布巾で拭くことを楽しんでいたという話も聞

いた。洗うことが好きな幼児にとって洗濯をしていることが遊びであり、拭くことが好きな幼児にとって

皿をきれいに拭くことが遊びなのだと捉え直した。幼児にとって生活と遊びは密着していることを感じる

とともに、既存の遊び、既知の遊びといった捉えで遊びを見てしまうと、幼児が本当にしたいことを見過

ごしてしまうことがあることが分かった。幼児のしていることをよく見て、何に楽しみを見出しているの

かを捉え、好きなことに夢中になれる環境を考えることの大切さを再認識した。 

 幼児は様々な遊びや多様な経験を積み重ねていくこと中で、自分で遊びの場をつくって、そこを拠点に

遊びを展開していくようになっていく。３歳クラスⅡ期においては、まずは、したいことが思う存分でき

る場や環境があることが大切であると考える。７月の暑さのためもあり、テラスや出会いの広場で過ごす

時間が増えてきた際、テラス周辺でも好きなことをして遊ぶことができるようにという視点で環境を更新

した。一人一人が好きな遊びに夢中になっているだろうかという視点と、一人一人の好きなことが楽しめ

る環境構成になっているかという視点で保育を振り返り、改善していくことが大切だと考える。 

Ｊ児：「ぼくもやりたい」 

 Ｉ児は鍋に視線を向けると、鍋を持って保育室へ行く。鍋に水道の水を足してテラスに戻る。 

Ｉ児：「このコップでね、こうやって水を入れるの」鍋の水をコップにくんでＪ児の袋に入れる。 

担任：「水を増やしに行ってくれたのね。Ｉちゃん、ありがとう。Ｊちゃん、よかったね」 



 

 

＜３歳クラス Ⅲ期 ９～12月＞「遊びの広がりに合わせた援助の方向性の共有」 
 

これまでの保育の様子 

 夏休みが明け、２学期が始まった。７月中旬から、３歳クラス児が好きな遊びを楽しめるように、テラ

ス周辺に水をためたタライやプランターを用意していた。その環境構成を２学期の初めも継続し、やりた

いことを見付けたり思い出したりできる環境にしていた。残暑が厳しく、屋外で遊ぶことができない日も

あった中、テラスの日陰では、ポリ袋に水と花を入れて混ぜ、水に色を付けることを楽しむ姿があった。 

 ９月中旬、Ｋ児が「ジュース屋さんしようかな」とつぶやいていた。色水をつくることを楽しむ中で、

つくるだけではなく、つくったものを使って遊ぶことへ興味を広げている姿であると捉えた。振り返りタ

イムで、Ｋ児のつぶやきを共有し、これまで提供していたポリ袋に加えて、乳酸飲料用の小さいサイズの

ペットボトル（以下ミニボトル）を遊びの道具として出すことについて検討した。Ｋ児の他にも、色水が

濃くなるように試したり、おうちごっこに色水の入ったポリ袋を持ち歩いたりしていた姿があったことか

ら、ミニボトルもあれば、並べて色合いを見たり、おうちごっこのアイテムとして使ったりしやすくな

り、新しい道具として出す時期として適しているのではないかと話し合った。今後、つくった色水を入れ

るものを幼児が要望したときに、ミニボトルも選択できるようにしていこうと確認した。後日、Ｋ児は色

水をつくると漏斗を使ってミニボトルに移し替えた。 

 

９月 22日 

 ミニボトルを提供するにあたって、１日に幼児一人に対して何本提供するか、担任と副担任とで相談して

いた。これまで他園との交流を行い、一人一人が好きな遊びに夢中になれる環境を見直し、砂遊びの道具や

料理遊びに使える鍋の数を増やしていた。ミニボトルも、数を決めずに使いたいだけ、提供することもでき

る。しかし、新しい道具をパッと使ってすぐに飽きるような遊び方ではなく、自分がつくった色水を大事に

していってほしいこと、つくったものを使って遊びを楽しむようになっていく姿を大事にしたいという育ち

への願いを共通認識した。そして、１日に 1人に１本ずつ提供していくことにしようと確認した。さらに欲

しいと要望する幼児がいる場合も考えた。まずは焦らずに少しずつミニボトルを出し、色水をたくさんつく

りたい思いのあるときは、これまでどおりポリ袋を提供していこうと確認していた。 

 この日、Ｋ児は花の色水、Ｌ児Ｍ児は石けん水を入れていた。Ｍ児はＫ児がつくった色水に気付き、自分

のミニボトルに色水を混ぜてみたいという思いをもったことを読み取った。ポリ袋に比べて、ミニボトルは、

後から水を入れたり出したりしやすい。Ｋ児にとっては突然に思われた行動であったが、新たなことを試し

Ｋ児Ｌ児Ｍ児がミニボトルを担任に要望する。 

担任：「はい、どうぞ」名前を書いて１本ずつ渡す。 

Ｋ児：「先生、見て」ベゴニアの赤い花を指先でもんでつくった色水をミニボトルに入れる。 

担任：「わあ！きれいな色だね」 

Ｋ児：「今日は、こっちの花を使ったの」 

担任：「だから、こんなにきれいな赤色になったのね」 

 Ｌ児とＭ児は４歳クラス児から石けんと水をもらってくる。 

Ｌ児：「カルピスだよ！」 

担任：「本当のカルピスみたい！いいね」 

Ｋ児：「それ私のだよ！」 

担任：「あら、どうしたの？」 

Ｋ児：「これ、私がつくったの」Ｍ児が持っている赤い色水が入ったミニボトルを指す。 

担任：「そうだったね。Ｍちゃんは、どうしたいの？」 

Ｍ児：「入れたい」 

担任：「もしかして、Ｍちゃんのカルピスに赤いお水を入れてみたいってこと？」 

Ｍ児：「うん」 

担任：「なるほど。確かに面白そうね。Ｋちゃんに聞いてみたらどうかしら？」 

Ｍ児：「貸して」 

Ｋ児：「う～ん、これは私がつくったのだからなあ…。そうだ。教えてあげる」 

担任：「Ｍちゃん、よかったね。Ｋちゃんが赤いお水をつくるの、教えてくれるって」 

Ｍ児：「ありがとう」 

Ｋ児：「うん！」カップに花びらと水を入れてＭ児の分をつくり始める。 



 

 

てみようとするＭ児の思いを肯定的に捉えて、その思いがＫ児にも伝わるように仲介した。色水を混ぜたい

という思いのＭ児もいれば、ミニボトルに水だけを入れて、光が反射するキラキラした感じを楽しむ幼児や、

水と花びらを入れたミニボトルを逆さまにして、花びらが揺れている様子を見て「魚だよ」と見立てること

を楽しむ姿もあった。この日の振り返りタイムでは、ミニボトルを使い始めた幼児の姿がきっかけとなり、

複数の幼児がミニボトルに好きなものを入れて楽しむようになった姿を共有した。色水を振って「鈴だ！」

と音を鳴らして楽しむなど、一人一人が素敵な発想をしたり面白さを見出したりしている姿を教師が肯定的

に捉えて、幼児が自分で思い付いたことを試す楽しさを味わえるようにしていこうと方向性を確認した。 

好きなものを入れたミニボトルは、お土産にしたいと言って家庭に持ち帰る幼児や、幼稚園に翌日も持っ

てきたり、幼稚園に置いておいたりして、１本また１本と自分のミニボトルを増やしていく幼児もいた。 

 

９月 27日  

Ｌ児は毎日のようにペットボトルに色水や泥水を入れたり、Ｍ児とパトロールごっこをしたりして遊んで

いた。この日、ミニボトルを耳に当てて無線のようにしている姿に副担任が気付き、副担任も記録用のカメ

ラを無線に見立てて持ち、Ｌ児と会話する中で、副担任が友達を探していることを知ったＬ児がパトロール

と称して出動していた。ごっこ遊びの新たな広がりが見られたことを、担任が近くに来た際に情報共有した。

その後、担任もＬ児の様子を見守っていると、Ｌ児がミニボトルを耳に当てている姿に気付いた。パトロー

ルのイメージで乗り物に乗ることに加えて、誰かを助けることへ遊びのイメージを膨らませている姿である

と捉え、担任もＬ児の遊びに加わり、Ｌ児がパトロールのイメージで楽しめるようにＬ児の世界に入って会

話をしていった。振り返りタイムでは、Ｌ児がミニボトルをパトロールごっこのアイテムとして無線や包帯

などに見立てて遊ぶ姿やごっこ遊びのイメージを広げて遊ぶ姿をＬ児の育ちと捉えて共有した。これからも、

Ｌ児が遊びに夢中になれるように、一緒に遊んだり、イメージを共有して遊べるように仲介したりしていこ

うと話し合った。 

 Ｌ児はその後も、園庭で新たに実を見付けると水と一緒にミニボトルに入れて大事にしていた。Ｌ児の

ミニボトルは４～５本になっていた。それを手持ち付きのポリ袋に入れてテラスの脇に置いておき、使い

たいときに持って遊びに行く姿が見られた。 

 

11月 27日 遊びの時間（園舎裏） 

 Ｌ児が園庭でキックバイクに乗りながら、ミニボトルを耳に当てている。副担任は担任にその様子を

伝え、Ｌ児がミニボトルを無線に見立ててパトロールごっこをしていることを共有する。Ｌ児が再びミ

ニボトルを耳に当てて何かつぶやいている。 

担任：「もしもし、パトロール隊ですか」 

Ｌ児：「そうです。どうしたんですか」 

担任：「お友達がお料理を入れるものがないって困っていて。どこかにあったら教えてくれますか」 

Ｌ児：「分かった！パトロール出動！」ミニボトルをポケットに入れて走り出す。 

Ｍ児：「ぼくも行く！」 

担任：「ありがとう！」 

 しばらくして、Ｌ児Ｍ児が３歳クラス近くにキックバイクで戻って来る。 

Ｌ児：「これでいいですか」お椀を見せる。 

担任：「ありがとう。お友達がきっと喜ぶわ」 

Ｌ児：「どこか痛いところはありますか」 

担任：「さっき、ここをぶつけて少し痛いんです」膝をさする。 

Ｌ児：「はい！包帯！」ポケットからミニボトルを取り出し、担任の膝に当てる。 

担任：「痛いところが楽になってきた。ありがとう。パトロール隊ってすごいですね」 

Ｌ児：「はい！よし、またパトロールに行くぞ！」キックバイクに乗って、グラウンドに向かう。 

 園舎裏の土手の上で、Ｎ児ら数名の３歳クラス児がシートを敷いてピクニックごっこをしている。 

Ｌ児：「先生、そこで何してるの」 

担任：「ピクニックだよ。お日さまがぽかぽかで気持ちいいよ」 

Ｌ児はＭ児とテラスに戻ると、リヤカーにミニボトルを５本乗せて園舎裏に戻って来る。 

Ｌ児：「ジュース、売ってるよー」土手の上に向かって呼びかける。 

Ｍ児：「ジュース、売ってまーす」 

担任：「やったあ、ジュース屋さんが来たよ。行ってみようかなあ」土手を下りる。 



 

 

 

11月 27日 遊びの時間（３歳保育室） 

 この日、屋外と保育室で保育の立ち位置を分担していた担任、副担任は、振り返りタイムで遊びの様子を

共有した。担任はＬ児がこれまで色水をつくったりパトロールごっこのアイテムとして使ったりしていたミ

ニボトルでジュース屋さんを始めたことをうれしく思ったことを話した。今年度の公開カンファレンスで幼

児同士の自然なかかわりについて話題になることがあったが、お店屋さんごっこは、お店側とお客側のやり

とりが自発的に行われる。幼児同士の自然なかかわりが生まれるお店屋さんごっこの機会を逃さないように、

教師もお客の一人として遊びに加わった。教師はピクニックごっこの延長のようにジュースをお店に買いに

いった。ジュースを飲むしぐさをする教師の姿を見て、ピクニックごっこをしていたＮ児らもＬ児のジュー

スを買ったり飲む真似をしたりして遊んでいた。 

保育室で援助を行っていた副担任は、このいきさつを知らなかったため、Ｎ児がミニボトルを複数使いた

いと要望する姿に対して援助の迷いがあったと振り返った。屋外遊びでは生き物探しをして遊ぶことが多か

ったＮ児が、ミニボトルを複数使いたいと要望する様子に、きっと何かやりたいことがあるのだろうと思い、

副担任は、Ｎ児の思いを聞いてみることにした。そして、１本ではジュース屋をしたいＮ児のやりたい思い

は支えられないと考え、求めに応じて１本ずつ渡すことにしたことを担任に話した。担任も、自分だったら

やはり同じようにしていたと思うと伝えた。冬が近付き、屋外遊びから屋内遊びに移行していく時期であっ

たこともあり、Ｎ児が保育室でジュース屋さんを始めたことがきっかけとなり屋内遊びの楽しみが広がって

いくのではないかと話し合った。今後、同じように保育室でジュース屋さんをやりたい幼児がいた場合、要

望に応じて１本に限らず複数のミニボトルを提供していこうと援助の方向性を更新した。 

 次の日、Ｏ児が「ジュース屋さんをやりたい」と言ってミニボトルをもらった。Ｏ児は、白い色水を手に

入れるために、４歳クラスに「つくってください」と石けんで濃い白色の石けん水をつくってもらっていた。 

Ｏ児は、水や石けん水を並べてＮ児のように椅子の上にミニボトルを並べて自分のジュース屋さんをつくっ

た。近くで製作遊びをしていた友達が買いに来て、やりとりを楽しむ姿につながった。 

その頃の公開カンファレンスで屋内でも好きな遊びに夢中になれるようにどのように環境を工夫するか

について話し合う機会があった。３歳クラスは、クラスの時間に行うクリスマスの製作でお花紙を使用し、

その後の遊びの時間からお花紙を自由に使える遊びの素材として用意する予定であることを話した。折り紙

Ｎ児：「ぼくも行く」友達とＬ児のもとに向かう。 

担任：「わあ、いろいろあって迷うなあ。これ、ください」 

Ｌ児：「はい、どうぞ」 

 担任はミニボトルを受け取って、飲むしぐさをする。 

Ｎ児：「ぼくにもちょうだい」 

Ｌ児：「いいよ」 

Ｎ児：「ミニボトルちょうだい」 

副担任：「ミニボトルね。はい、どうぞ」名前を書いて渡す。 

 Ｎ児は、洗面所でミニボトルに水を入れる。 

Ｎ児：「先生、ミニボトルちょうだい」 

副担任：「あれ、さっきあげたよね」 

Ｎ児：「うん。でもほしい」 

副担任：「Ｎちゃんは、ミニボトルで何かしたいことがあるの？」 

Ｎ児：「うん、そうだよ。ジュース屋さんをするんだ」 

副担任：「そうだったのね。そうかあ、ジュース屋さんかあ。ちょっと探してみるね」 

 ３歳保育室の教材庫から、ミニボトルを取り出す。 

副担任：「あったよ。はい、どうぞ」 

 Ｎ児は、１本ずつ水を入れていく。４本目に水を入れると、椅子を４つ並べ、その上に１本ずつ水を

入れたミニボトルを並べていく。 

Ｎ児：「ジュース屋さんでーす」 

副担任：「Ｎちゃん、ジュース屋さんができたんだね。１つください」 

Ｎ児：「はい。飲んだら、返してください」１つ、手渡す。 

 担任は、用事で３歳保育室に立ち寄った際、友達にジュースを渡しているＮ児を見かける。 

担任：「あれ、Ｎちゃん、ジュース屋さん始めたの！先生も１つください」 

Ｎ児：「いいよ」 



 

 

や白上質紙の他にお花紙を製作テーブルに出すようになると、Ｍ児はお花紙を丸めてポップコーンに見立て

たり、Ｏ児はお花紙を人形に巻き付けてドレスのようにしたりして思い思いに遊んでいた。お花紙の素材と

しての特徴である、薄さ、柔らかさ、色のバリエーションの豊富さを生かして工夫して遊ぶ姿を捉えていた。  

振り返りタイムでは、遊びの広がりにつながるきっかけとして、みんなの時間にお花紙を水で湿らせてク

リスマスの星の飾りづくりをすることについて検討した。みんなの時間は、クラスの全員が同じ経験をする

ことができる時間である。これまでお花紙を丸めたりちぎったりする製作をしてきているので、水で湿らせ

る経験をすることで、屋内遊びでの楽しみが広がるきっかけになるのではないかと話し合った。３歳クラス

児は屋外の料理遊びや草花遊びでは砂土や自然物を水と混ぜたり、乾かしたりといった多様に使う経験を重

ねてきている。屋内遊びに移行するこの時期の材の出し方や製作活動としてよいのではないかと考えて、方

向性を確認し、実際に行っていくことにした。 

 

12月 11日 午後の自由遊び  

 この日のみんなの時間に、星形のカップにお花紙を詰めて水で湿らせて、クリスマス飾りをつくる活動を

行った。お花紙を水で湿らせるという活動に「もっと、やりたい」という声が上がっていた。実際に、午後

の自由遊びになると、またやってみたいという声が幼児から挙がった。新たな楽しみにつながる機会と捉え、

すぐに場を整えて準備をした。するとその場にいたＮ児やＫ児たちが真剣な表情で様々な色のお花紙をカッ

プに詰めたり水で固めたりしていた。その中で、Ｎ児が水が入っていたカップに直接お花紙を入れてみると、

お花紙がじわじわと溶けていく様子が見え、Ｎ児が驚きの声を上げた。Ｎ児やその場にいた幼児にとって大

きく心が動く体験であったと捉えた。 

 ３歳クラス児は、年上の幼児がやっていることや友達の遊びを真似しながら、遊びを広げていることが多

い。今回のＮ児は、真似ではなく、自分で試したことが思わぬ現象となったことへの大きな驚きがあり、そ

れがＮ児や周りにいた幼児の心の動きにつながったと捉えた。「みんなの時間」は、幼児の育ちや対象との

関係性から必要と思われる多様な体験を積み重ねたり、遊びがより豊かになることを期待したりして教師が

計画する教育内容である。今回のＮ児の姿から、そのときの幼児の育ちへの願いを踏まえて、どのような活

動を行い、どんな道具や材料を使うかを担任、副担任とで話し合って進める大切さを実感した。振り返りタ

イムでは、翌日以降もお花紙を湿らせる遊びができるように道具や場を準備するなど、環境を更新していく

ことを確認した。 

 

12月 12日  

Ｋ児：「先生、みんなの時間の続きやりたい」 

副担任：「いいわよ。道具、ここに置くね」星型のカップと水を入れた紙製カップとお花紙をテーブルに

出す。 

 Ｋ児Ｎ児Ｏ児らは、星型カップにちぎったお花紙や丸めたお花紙を入れて、水で湿らせる。Ｎ児が水

を入れた紙製カップの中に、丸めたお花紙を入れる。 

Ｎ児：「わあ！！水の中に広がっていくー！」 

Ｐ児：「何なに」 

Ｎ児：「すごい！」水を入れたカップの中でお花紙がじわじわと溶けて広がる様子をじっと見つめる。し

ばらくして、側にあった水差し用のミニボトルに直接お花紙を入れる。 

Ｋ児：「私もやりたい、小さいボトルください」お花紙と水を入れる。 

Ｋ児：「やったー！ジュースになった」 

Ｐ児：「今日も、やるんだ」 

登園の仕度を終えた幼児からテーブルに集まり、お花紙をカップに入れる。 

Ｏ児：「ミニボトルください」オレンジ色のお花紙と水をミニボトルに入れて振る。 

Ｏ児：「先生、見て！」 

担任：「わあ、すごい！きれいな色になったね」 

Ｋ児Ｏ児たちは、ミニボトルに好きな色のお花紙を入れたり、様々なお花紙を混ぜたりして、思い思

いの色水をつくっていく。 

Ｋ児：「Ｏちゃん、ジュース屋さんやろうよ」 

Ｏ児：「うん」 

 Ｋ児とＯ児は保育室の壁際に椅子を置き、ミニボトルを並べる。その周りにダンボールを立てて壁の

ように仕切りをつくる。 



 

 

 幼児が夢中になってお花紙を水で湿らせて遊ぶ様子を感じながら、教師は要望された道具を渡したり、幼

児を称賛する言葉をかけたりしていた。幼児が自ら、次にやりたいことを見出し、次は違う色で、次は色を

混ぜてみてと遊び続ける姿に、屋内でも好きな遊びが見付かり、夢中になって遊ぶ姿と捉えた。その後、ジ

ュース屋さんをやろうというＫ児の提案で、複数の友達が仲間入りしていった姿を嬉しく感じた。これまで

お店屋さんごっこをするときは、一人で店員役を楽しむことや気の合う友達と２人で店員役をすることが多

かった。この日はお花紙で色水をつくっていたみんながお店屋さんに合流した。担任は友達がいる場で色水

をつくる楽しさを味わう中で、お店屋さんも一緒にやりたいという思いにつながっていると読み取った。こ

の思いを大事にしたいと願い、お店が狭くなって困っていた際、仲間入りしたみんなが楽しめるように幼児

自身で考えていけるように言葉をかけた。Ｋ児がお店を広げる提案をして、友達のいる場で遊びを楽しむ姿

はⅢ期の育ちの姿であると捉えた。自分のつくったものを使って友達とお店屋さんをしたいという思いを受

け止め、教師はお客役になってその思いを支えられるように援助した。 

数日後、Ｋ児Ｌ児Ｎ児は、空き箱とミニボトルを組み合わせ、ピタゴラスイッチのようなコースをつくっ

て遊んでいた。道具の出し方や素材との出会わせ方という援助の方向性の共有によって、やりたい思いが高

まっていったからこその姿と考えた。 

 

考察 

 新しい道具や素材を出すとき、３歳クラスは、特に事前の相談や方向性の共有が大切である。安全性や

発達との適応、幼児にとって身近なものであるかといった視点の他に、異年齢のかかわりや年上の幼児に

憧れる機会を減らさないように全く同じものを出さないといった視点もある。入園後、なじみのある素材

や道具からスタートし、Ⅲ期にかけて環境構成や援助の方向性を更新しながら、少しずつ新しい道具や素

材を出してきた。それが、自分のつくったものを大事にしたり、あるものに見立ててイメージを広げて遊

んだりする姿につながっていったと考える。 

ミニボトルを出す際も、サイズや本数、出し始めるきっかけなど様々に話し合った。そのプロセスを大

切にしてきたことが、長期的に振り返ったとき、遊びの面でもかかわりの面でも育ちにつながったと考え

る。12月に、お花紙の色水づくりに夢中になり、様々に試したり工夫したりして、ジュース屋さんという

イメージを共有して遊んでいた。これは、３歳クラスにとっての、遊び込む姿と捉えた。幼児の姿や育ち

への願い、長期的な視点から振り返りを重ね、援助の方向性を共有してきたことが、遊び込む姿につなが

ったと考える。 

Ｐ児：「入れて」 

Ｋ児：「いいよ」 

 その後も、次々に「入れて」と仲間が増えていく。Ｋ児Ｏ児はそのたびに「いいよ」と受け入れてい

く。ダンボールと椅子で仕切ったお店の中が込み合い、身動きがとれなくなる。 

Ｐ児：「せまい！」 

Ｋ児：「誰か出てくれない？」 

Ｏ児：「せまい、せまい！」 

担任：「せまいんだね。みんなジュース屋さんしたいみたいだけど、どうしたらいいのかなあ」 

Ｋ児：「そうだ、お店を広くしようよ」 

Ｏ児：「そうしよう」Ｋ児とダンボールの仕切りや椅子を動かし、お店のスペースを広げていく。 

Ｋ児：「ジュース屋さーん、やってるよー」 

担任：「すごい、いろいろあるね。これは何ジュースかしら？」 

Ｏ児：「オレンジジュースでーす」 

Ｋ児：「私のは、ミックスジュースよ」 

担任：「おいしそうね。これとこれ、ください」 



 

 

＜３歳クラス Ⅳ期 １～３月＞「職員の連携を大切に、周囲とかかわる姿を支える」 
 

これまでの保育の様子 

 冬が近付く 11 月下旬から、３歳クラスでは保育室でおままごとや製作遊びを楽しむ姿が見られた。１月

からはさらに遊びを楽しめるように、棚に廃材や折り紙を用意し、製作テーブルにクレヨンやカラー布ガム

テープを置いて、自由に製作遊びができる環境にしていた。 

 １月、Ｑ児をはじめ、３歳クラス児の多くが朝の仕度を終えると製作テーブルでつくりたいものをつくっ

ていた。Ｑ児は、屋外遊びが中心だった春から秋までは、草花や木の実など自分のお気に入りを見つけるこ

とを楽しんでいた。園舎裏で教師と一緒にお気に入りを探す中で、植物や生き物に興味のある友達が同じ場

で一緒に遊ぶこともあった。屋内遊びに移行すると、Ｑ児は、廃材や折り紙を使って、ジュースやたこ焼き

などをつくり、完成すると教師に見せていた。担任・副担任はＱ児の自信につながることを願って、称賛の

言葉をかけていった。その後、Ｑ児は完成したものを手に持ち、遊戯室に一緒に行こうと教師を誘うように

なった。Ｑ児とともに遊戯室に行くと、教育補佐員や４歳クラス副担任など、クラス以外の職員の近くに行

き、つくったものを見せる姿があった。Ｑ児がつくったものに自信をもち、他の人に見てもらいたいという

思いにつながっている姿と捉えた。振り返りタイムでは、クラス以外の職員に自分からかかわろうとする姿

を大切にしていこうと援助の方向性を確認していた。しかし、Ｑ児に誘われても、他の幼児がはさみを使っ

ているなど保育室から離れることができず、すぐに一緒に行けないときがあることへの悩みを話していた。 

 

１月 17日 

 振り返りタイムでは、Ｑ児と一緒に遊戯室に行くことができない中、片付けまでの時間を考え、Ｑ児がど

うしたいか自分で決められるように声をかけたことを話題にした。この時期、遊戯室では、４・５歳クラス

児が大縄跳びや一輪車をしていることが多く、職員が１人か２人はいる環境であった。副担任は、Ｑ児が秋

に園庭で遊んでいた際に、かかわりをもったことのある職員の名前を出すことで、Ｑ児が自分一人で行って

みようとする心の支えになることを願った。この日、自分で遊戯室に行くことができたことは、Ｑ児にとっ

ての大きな一歩であると共有した。さらに、この日の水曜カンファレンスでこの姿を取り上げた。担任・副

担任と一緒でなくても、一人で行動する範囲が広がっているのではないかと捉えた。これはＱ児が行きたい

と思う先に自分の知っている職員がきっといるだろうという安心感に支えられているのではないかと捉え

た。担任・副担任だけではできない援助であり、クラスに関係なく、どの職員も温かく幼児を受け容れる援

助への感謝の思いを伝え、連携の継続をお願いした。 

翌日、フラフープで電車ごっこをしていた友達が３歳保育室を通ると、Ｑ児は教育補佐員と一緒にその電

車の後ろについていった。遊戯室まで行くと、Ｑ児はフラフープを手に取り、教育補佐員を乗せて歩き始め

た。友達のフラフープ電車の後ろから５歳保育室に入っていくと、５歳クラス児がホテルごっこをしていた。

Ｑ児：「先生、ジュース飲みたい？」 

副担任：「Ｑちゃん、ジュースつくったの？すごいね。ジュース飲みたいな」 

Ｑ児：「はい」ミニボトルを渡す。 

副担任：「おいしかった。ありがとう」ジュースを返す。 

Ｒ児：「先生、はさみ使いたい」 

副担任：「はさみね。はい、どうぞ」クラス用のはさみをテーブルに置く。 

Ｑ児：「ねえ先生、遊戯室に行こうよ」 

副担任：「いいねえ。もう少し待っててくれる？」 

Ｑ児：「うん」しばらくの間、友達がつくっているものや本を見る。 

 副担任は、はさみを使っている幼児を見守ったり、材料を要望する幼児の話を聞いたりしている。 

Ｑ児：「ねえ先生、まだ？」 

副担任：「ごめんね。でも、はさみを使っているお友達がいるからなあ…。そうだ、遊戯室に行けば、４

歳クラスのａ先生とかｂ先生がきっといるよ。もうすぐおやつの時間になるけど、どうする？」 

Ｑ児：「……行ってくる」 

副担任：「いってらっしゃい！」 

教育補佐員：「あら、Ｑちゃん。いいもの持っているね」 

Ｑ児：「ジュースだよ。いる？」 

Ｓ児：「私もほしい」 

Ｑ児：「はい」笑顔でミニボトルを渡す。 



 

 

５歳クラスａ児に誘われ、Ｑ児は、バイキングを食べたりホテルの客室で５歳クラスｂ児ｃ児が出演するテ

レビを見たりしていた。しばらく遊び、５歳保育室から出る。 

 

１月 18日 

 保育後、５歳クラス担任と、Ｑ児が５歳クラス児の知らない歌を１曲最後まで歌ったことや時々踊りも入

れて歌っていたことを情報共有した。片付けの時間が近付き、５歳クラス児が大勢いる中でも臆することな

く、自分のしたいことを楽しんでいた様子を聞いて嬉しく思った。Ｑ児にとって安心して過ごせる場所が確

実に広がっている姿であると捉えた。 

 振り返りタイムでは、Ｑ児が、普段と異なる場所や人がいる状況であっても、安心して楽しむことができ

た姿について話題にした。これまで、Ｑ児がつくったものを担任や副担任に見せに来たとき、他の職員が近

くにいるときは、敢えて「見てくださいよ」と言って、いろいろな職員につなぐ援助をしてきた。幼稚園に

は、自分がかかわりをもったことのある顔見知りの職員が複数いるという実感が、Ｑ児がさらに安心して自

分のしたいことを自分のしたいタイミングで自由に楽しむ土台になったのではないかと話し合った。 

 ２月中旬、５歳クラスのお楽しみ発表会ごっこをみんなで参観する時間があった。椅子に座って発表を見

ているとき、Ｑ児が隣に座っていた友達の頬を指でつんつんと軽く押していた。担任は、この姿を意外に思

った。Ｑ児が、教師だけでなく友達ともこれまで以上にかかわって楽しみたいと思っているのではないかと

読み取った。担任と副担任とで話し合い、Ｑ児が自分の好きな遊びを楽しむことを前提にしながら、その遊

びに興味をもった友達と一緒に遊びを楽しめるように援助していこうと方向性を共有した。環境構成として、

Ｑ児がお楽しみ発表会で披露した、海の世界を製作してホワイトボードに貼ったものを保育室に置くことに

した。場所は、Ｑ児が続きの遊びをしたいときに遊びやすく、他の幼児の目線にも入りやすくなるように製

作テーブルの近くにした。 

 

２月 16日 

Ｑ児：「先生！５歳クラスのテレビ、見に行こうよ！」出会いの広場にいた担任に話しかける。 

担任：「Ｑちゃん、テレビ見てきたの？行ってみたいなあ」 

Ｑ児：「こっちだよ」担任の先を歩いて５歳保育室へ向かう。 

担任：「わあ、すごいね」ダンボールでつくったテレビ枠の前に行く。 

５歳クラスａ児：「何を見たいですか」 

担任：「へえ、選べるの？じゃあ、歌をお願いします」 

５歳クラスａ児：「分かりました」リモコンを押す真似をする。 

５歳クラスｂ児ｃ児がテレビの枠の中で歌ったり踊ったりして実演する。 

５歳クラスａ児：「すもうもありますよ」 

 ５歳クラスａ児がリモコンを押す真似をすると、５歳クラスｂ児ｃ児がすもうを取る真似をする。そ

れを見て、Ｑ児は声を上げて笑い続ける。 

担任：「Ｑちゃん、テレビ、すごくおもしろいね。先生はもうすぐ片付けだから３歳保育室に戻るけど、

Ｑちゃんはどうする？もう少し見ている？」 

Ｑ児：「見る！」 

 担任は、５歳クラス担任に、５歳クラスの片付けまでＱ児がホテルごっこで遊んでいてもよいか確認

し、見守りをお願いした。 

５歳クラス担任：「Ｑちゃん、何か見たいのある？」 

Ｑ児：「〇〇〇！」 

５歳クラスｂ児ｃ児：「…、え、何それ？」 

Ｑ児：「これだよ！〇〇〇～」歌を歌い始める。 

Ｓ児：「ねえ、Ｑちゃん、海をもっと広げようよ」 

Ｑ児：「いいよ」 

 Ｓ児とＱ児で折り畳み式のホワイトボードをさらに広げ、水色のカラーポリ袋を貼る。 

担任：「わあ、海が広くなって素敵だね」 

Ｒ児：「入れて」 

Ｓ児：「いいよ」 

担任：「Ｑちゃんがつくった海だったね。Ｑちゃんはどうかしらね」 



 

 

 

 海の世界の遊びに興味をもったＳ児とＱ児が遊ぶことになり、担任はその様子を見守っていた。そして、

Ｒ児が仲間入りしたいと願ったときや、Ｓ児がホワイトボードを移動させたいと願ったとき、Ｑ児の思いを

大切にして遊びが進んでいくように、Ｑ児の思いを確かめられるような言葉をかけた。Ｓ児やＲ児はＱ児に

やりたいことを伝えて、Ｑ児の返事を聞いて遊びが展開していった。遊戯室にホワイトボードを持って行き、

そこを拠点にして、一緒に走ったり戻ったりすることを楽しむ姿につながった。担任は、広い海に泳ぎに出

かけるイメージでＱ児がＳ児と一緒に遊ぶ姿をうれしく思い、友達同士の遊びを楽しめるように少し離れた

場所から見守った。この姿を振り返りタイムで共有し、これからもＱ児の遊びに興味をもった友達がいた際

は、Ｑ児に思いを聞くようにし、Ｑ児が自分の思いを伝えて友達とかかわる経験を大切にしていこうと話し

合った。 

 

２月 19日   

Ｓ児がＱ児に思いを尋ねたとき、Ｑ児は一緒に遊ぶことに応じつつ、走ることはしないと伝えた。一昨日、

笑顔でＲ児と走っていた姿があったため、少し意外に思った。しかし、Ｑ児が自分の思いをはっきり言える

ことは、友達とのかかわりにおいて大切な側面であり、これもＱ児の育ちであると捉えた。その後、次から

次へと友達が仲間入りしていった。人数が増えることに難色を示す友達もいたが、Ｑ児がどの友達も受け入

れる姿が友達同士で遊ぶ楽しさにつながったのではないかと捉えた。この後、遊びはおうちごっこに展開し

ていった。屋内では製作遊びを楽しむことが多いＱ児が、複数の友達とイメージを共有して遊ぶ経験につな

がったと捉えた。 

２月下旬、Ｑ児はソフト積木を並べて、おうちをつくっていた。そこに、遊戯室で年上の幼児とゾンビご

っこをしていたＵ児とＶ児が、「ここで隠れていい？」とＱ児に頼んだことから、３人でおうちごっこをす

ることになった。この後、Ｕ児がＱ児に「一緒にゾンビを見に行こう」と誘い、２人で遊戯室にゾンビを見

に行った姿を共有した。振り返りタイムでは、これまでの公開カンファレンスで話し合ってきたように、そ

Ｒ児：「Ｑちゃん、入れて」 

Ｑ児：「いいよ」  

Ｓ児とＲ児は自分がつくったイルカをホワイトボードの前で泳がせる。 

Ｓ児：「先生、海をもっと広いところに持っていきたい！」担任に話しかける。 

担任：「楽しそうだね。Ｑちゃんに聞いてみたら？」 

Ｓ児：「Ｑちゃん、この海、遊戯室に持って行こうよ」 

Ｑ児：「いいよ」 

 Ｑ児とＳ児はホワイトボードを遊戯室の壁際に持って行き、ホワイトボードで空間をつくる。 

Ｓ児：「泳ぎに行こう」Ｑ児の手をとって、遊戯室の周りを走ると、ホワイトボードを置いたところに戻

る。 

Ｑ児：「わあー！」笑顔でＳ児と手をつないで走り回る。 

Ｓ児：「もう１回行こうよ」 

Ｑ児：「うん！」手をつないで走ったり、戻ったりを何度も繰り返す。 

Ｓ児：「海の遊び、またしたいな」担任に話しかける。 

担任：「この前、楽しそうだったものね。Ｑちゃんに聞いてみたらどう？」 

Ｓ児：「Ｑちゃん、海の遊び、またしようよ」 

Ｑ児：「いいよ。でも、走るのはしないよ」 

Ｓ児：「分かった」 

 その後、Ｒ児が合流し、ホワイトボードに貼った海の世界で製作したイカやタコを泳がせる。その後、

２～３人の３歳クラス児が仲間入りし、Ｑ児は友達と海の図鑑を見る。 

Ｔ児：「入れて」 

Ｒ児：「えー？」 

Ｔ児：「私もやりたいよ」 

担任：「Ｑちゃんがつくった海の世界だけど、Ｑちゃんはどうなのかしら」 

Ｔ児：「Ｑちゃん、入れて」 

Ｑ児：「え、いいよ」 

担任：「よかったね、Ｔちゃん。ねえ、Ｒちゃん、Ｑちゃんは入っていいと言っているけど」 

Ｒ児：「いいよ、やろう」 



 

 

れぞれが好きな遊びを楽しむ中で、自然なかかわりが生まれた。Ｑ児にとって、クラスのいろいろな友達と

かかわる姿につながっていることから、これからも自分のしたい遊びを存分に楽しめるように援助していこ

うと方向性を確認した。 

 

３月５日  

 午後の自由遊びの時間、担任が遊戯室から保育室に戻ったとき、３歳クラスの給食の片付けを手伝って

いた教育補佐員から、Ｑ児がカラービニール袋を使いたいと要望に来たことと「使っていいか分からない

から、クラスの先生に聞いてみたらどう？」と返事をしたことを聞いた。その後、担任を見付けたＱ児が

「袋、ちょうだい」と要望する姿を見て、新しくやりたいことを見付けて試したいと願うＱ児の思いを読

み取り、援助を引き継いだ。担任は、初めて衣装をつくるＱ児の思いを聞きながら、ビニール袋をはさみ

で安全に切れるように近くで見守った。Ｑ児は、以前に友達が衣装をつくっていたように、ペンで目印を

かき、切り抜いていった。試行錯誤しながら自分のイメージする衣装を自分の力でつくり上げた姿を見届

け、称賛の言葉をかけた。 

 振り返りタイムでは、Ｑ児がＵ児とゾンビを見に行った経験や午前中にＶ児がおばけの衣装をつくって

いた姿を近くで見ていたことがこの姿につながったのではないかと共有した。これまで、他の幼児から誘

われて、友達と遊んでいたＱ児が、「おばけだよ～！」と言いながら、自分から友達を驚かせていた。自分

のやりたい思いから友達とかかわりをもつようになった姿を共有し、ともに喜び合った。 

 

考察 

 Ⅳ期は、雪遊びやはさみを使った製作遊びなどの援助を担任、副担任が分かれて行うことが多い。１月は、

Ｑ児の「一緒に遊戯室に行こう」という思いに応えられないことがあることが悩みであった。しかし３月に

は、「遊戯室に行ってくる！」と言って、自分から遊戯室に遊びに行くまでに成長した。入園から一人一人

の好きな遊びや安心して過ごせる場所などを共有し、屋内遊びが中心になってからは、Ｑ児がいろいろな先

生とかかわりをもった経験を支えにして、安心して遊ぶことができる場所を増やしていけたらと援助の方向

性を話し合ってきた。これは、担任・副担任だけでは行うことができない援助である。全職員が全幼児の育

ちを支えたいという心もちが共有され、それぞれの場所で保育にあたる職員が、Ｑ児に温かく声をかけ、見

守っていったことが、「どこで遊んでいても知っている先生がいるから大丈夫」という安心感につながった

のだと考える。さらに、自分だけで遊戯室や年上のクラスで遊んできたという経験がＱ児にとって自信にな

り、のびのびと自分を出して遊ぶようになったのだと捉えている。 

Ⅳ期は「周囲とかかわりながら、自分の遊びを広げる」時期である。かかわりや遊びなど、幼児が育って

いく過程は一人一人異なる。目の前の幼児の姿から幼児理解を重ね、援助の方向性を話し合い、それを「の

びのび保育シート」やカンファレンス等で全職員と共有し、連携して援助していく大切さを実感した。 

Ｑ児：「袋、ちょうだい」教材庫の棚にしまってあるカラービニール袋を指で示す。 

担任：「友達がドレスをつくっていた袋のことね。そういえば、Ｑちゃんはこの袋を使ったことがなかっ

たね。何かしたいことがあるのかな」 

Ｑ児：「おばけだよ」 

担任：「おばけになりたいのね。楽しそう。何色がいいですか？いろいろありますよ」 

Ｑ児：「えーっと、ピンク」 

担任：「はい、どうぞ」 

 Ｑ児は、ビニール袋に目印をかき、その場所を切り抜いて、かぶる。ビニール袋を脱ぎ、違う場所を

切り抜いていく。 

Ｑ児：「あれ～。…テープで貼ろう」切り過ぎたところをテープで留め、ビニール袋を再びかぶる。 

担任：「すごい！Ｑちゃん、自分でつくれたね！」 

Ｑ児：「おばけだよ～！」おうちごっこをしていた友達の方へ向かっていく。 

Ｔ児：「きゃー！」 

Ｖ児：「ぼくもやる」自分の衣装をかぶる。 

Ｑ児Ｖ児：「おばけだぞ～！」２人で友達の方へ向かっていく。 

 



＜４歳クラス Ⅴ期 ４・５月 ＞幼児の思いの読み取りを大切に「やりたい」を支える 
 
これまでの保育の様子 
４歳クラス児にとって４月は、保育室や担任が変わり、期待と不安が入り混じる時期である。そのような

中、屋外中心の保育がスタートした。屋外の遊びに目が向きやすいように、テラスの周りの外遊びの道具を
精選したり、植物や動物の図鑑や本を中心に置いたりして、環境を整えた。 
幼児の遊び出しを見ていると、生き物捕まえ、料理づくり、砂場遊び、園庭の遊具を使った遊びなど、これ

までの遊びの経験を想起しながら、思い思いに遊びを楽しんでいる様子であった。副担任とは、まず一人一
人の幼児がどんな遊びが好きなのか、何に楽しみを見出しているのかをよく読み取っていこうと援助の方向
性を確認した。 
 
４月 17日 

 Ａ児は、進級してから毎日のように泥と砂を使った料理をつくっていた。Ａ児の料理は、炒め物をつくる
ようにフライパンを揺らしたり、汁物をつくるように鍋に入れてお玉で混ぜたりしており、何をつくろうか
明確なイメージがあるのではないかと読み取った。教師はＡ児の様子を見ながら、もしＡ児が泥や砂以外に
草や花などを使ったら、Ａ児のイメージにより近い料理になり、遊びを広げるきっかけになるのではないか
と考えていた。そのため、Ａ児に「ねえ先生、こっちに来て」と呼ばれたとき、草や花などに目が向くような
援助をするよいタイミングであると捉え、「具は何が入っているの？」とＡ児に問いかけることにした。 
Ａ児は泥の塊を具に見立て「お肉がこれ。でね、にんじんがこれ」と答えた。Ａ児の見立てを聞くうちに、

料理に多様な素材を使ってほしいという願いは、今のＡ児の楽しみとは違う方向性であることに気付いた。
Ａ児の今の楽しみは、あくまで泥や砂を使って、混ぜる感触を楽しんだり、違う形状の泥を何かに見立てた
りする料理遊びなのだと捉えた。Ａ児の育ちや遊びの広がりを願ってはいたが、その幼児の今の楽しみと援
助の方向性が同じかどうかをよく考えることがまずは大切であると捉え直した。 
 副担任との振り返りでは、「読み取る」ということの難しさが話題になった。多様に考えながら、育ちにつ
ながるであろう言葉がけをしてみるが、この日のように、幼児の今の楽しみと教師の援助がかみ合わないこ
とがある。しかしながら、この日のように言葉をかけてみたからこそ、かみ合っていないことに気付き、幼児
の今の楽しみが何なのかが見えてくることもある。そのため、今後も、Ａ児の遊びの中での言葉、表情、かか
わり、前日との変化など、多様な視点をもって思いを読み取っていこうと共有した。 
また、幼稚園での生活の中に、Ａ児の「やりたい」につながるような「種まき」をしていこうと、援助の方

向性を確認した。ちょうどそのころ、園庭にヨモギが茂り、ヨモギ団子をつくりたいという思いをもった幼
児がいた。「あそび」の時間に、ヨモギ団子を実際につくり、「おやつ活動」の時間にみんなでそれを食べる経
験をしたら、Ａ児にとっても料理の幅を広げるきっかけになるかもしれないと話し合った。そこでおやつ活
動の日に、保育室の中にヨモギ団子がつくれる環境を構成し、おやつ活動の時間につくったヨモギ団子を食
べることにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ児：「ねえ先生、こっちに来て」 
教師：「Ａちゃん、どうしたの？」 
Ａ児：「私ね、カレーつくったんだよ」 
Ｂ児：「そうなの、ほら、これだよ」 
教師：「うわあ、おいしそう」 
Ａ児：「こうやって水で混ぜるとね、ほら、できたでしょ」 
教師：「Ａちゃんはお料理上手なんだね。具は何が入っているの？」 
Ａ児：「お肉がこれ。でね、にんじんがこれ」泥の塊を具に見立てる。 
教師：「ああ、本当だ。鍋の底の方にあったんだね。ごめん、見えなかった」 
Ｂ児：「ねえ、飲み物もあるよ。チョコドリンク」 
Ｃ児：「私はね、お味噌汁つくったの。これもいいよ」 
教師：「ありがとう。素敵なお料理がいっぱいで、いいお家だねえ」 



５月 11日 

 教師は、Ａ児たち３人が遊んでいたテーブルから少し離れたところで、いつものように料理の遊びを見守
っていた。Ａ児がつくった料理の中にヨモギが入っているのが見えた。「先生、もっと近くで見て」とＡ児に
言われたとき、ヨモギが入ったことによる彩りのよさを伝えたいのかと推察し、「きれいな色だね」とＡ児に
伝えた。しかし、Ａ児は「そうじゃなくて」と話した。Ａ児が何を伝えたかったのかを考えながら料理を近く
で見ていると、ヨモギの良い香りに気付いた。それと同じのタイミングで「どう？いい香りでしょ」とＡ児は
満面の笑みを浮かべながら語りかけてきた。Ａ児はその後、年少クラスのａ児にも自分から話しかけ、ヨモ
ギが入った料理を出すことで、かかわって遊んでいる姿が見られた。 
副担任との振り返りでは、Ａ児はヨモギ団子を食べたときの香りによって心が動き、「香り」という要素が

遊びの中に取り入れられたのではないかと共有した。同じ体験をしていても、心の動きは幼児によって異な
る。同じクラスの他の幼児は、団子を捏ねた体験により心が動き、泥団子づくりの遊びを始めた。また、すり
鉢でヨモギを磨り潰した体験により心が動き、色水遊びを始めた幼児もいた。遊びの中での「やりたい」を読
み取っていくとき、幼児がどのような経験をして何に心を動かされたのかを思い描き、目の前の幼児の行動
や言葉と重ね合わせながら考えていくことが大切であると感じた。 
今後も、Ａ児のくらしの中での心の動きをよく読み取っていこうと共有した。また、Ａ児の「やりたい」に

つながる「種まき」として、次のおやつ活動の時間にプリンを出し、そこにチョコスプレーのトッピングを自
分でかけて食べられるようにした。 
 
５月 19日 

 Ａ児は、Ｃ児と一緒に泥を鍋の中に入れ、水を混ぜながらちょうどよい固さになるように調節しているよ
うであった。教師は、Ａ児の今の楽しみは何なのかを思い描きながら、その様子を少し離れたところから見
守っていた。これまでお玉を使って料理をしていたＡ児が泥の中に手を入れ、「今日は、お団子つくりますよ
ー」とＣ児に伝えた。そして、泥団子を捏ねて形成したあとには、Ａ児は「何かトッピングしようよ」と泥団
子に何かを添えることを提案した。 

Ａ児：「先生、こっちに入ってもいいよ」 
教師：「ここはＡちゃんたちのお家かな？」 
Ａ児：「うん、そうだよ」 
Ｂ児：「はやく座ってよ」 
Ａ児：「今日はね、味噌汁をつくったんだよ」 
教師：「うわあ、おいしそうだね」 
Ａ児：「先生、もっと近くで見て」 
教師：「今日のお味噌汁はこの前よりもきれいな色だね」 
Ａ児：「そうじゃなくて」 
教師：「分かった、近くで見てみるね」 
Ａ児：「どう？いい香りでしょ」 
教師：「本当だね、いい香り！」 
 年少クラスのａ児が椅子に座る 
Ａ児：「これ食べたい？」 
年少クラス a児：「うん、食べたい」 
Ａ児：「いいよ。今お皿に入れるね」 
年少クラス a児：「ありがとう」 

Ａ児：「今日は、お団子をつくりますよー」 
Ｃ児：「いいね。これ、お団子にちょうどいいね」 
Ａ児：「もうちょっと水が必要だよ、Ｃちゃん水汲んできて」 
Ｃ児：「分かった」 
Ａ児：「ありがとう」 
２人で泥団子を形成する。 

Ａ児：「ねえ、何かトッピングしようよ」 
Ｃ児：「じゃあ、私お花取ってくる」 
Ａ児：「先生もお花取って来て」 
教師：「お花？何に使うの？」 
Ａ児：「お団子のトッピングにしたいの。いろんな色のお団子をつくるんだ」 
教師：「分かった、先生もＣちゃんと一緒に行ってくるね」 
Ａ児：「いろんな色があるといいな」 
Ｃ児：「オッケー、待っててね。先生、行こう」 



Ａ児のトッピングという言葉を聞いたとき、もしかしたらおやつ活動での経験が生きているのではないか
と捉えた。また、ヨモギ団子をつくってからおよそ一か月経っていたが、ヨモギ団子を自分で形成した経験
も遊びにつながったのではないかと捉えた。ヨモギ団子を捏ねて形成したときにも、Ａ児の心は確かに動い
ていたのだとこのとき気付いた。経験がすぐに遊びにつながるとは限らない。だからこそ、Ａ児の育ちを長
期的に捉えていくことが大切である。 
 その後、Ａ児は、泥を天板に丸く塗り、上に花を載せてクッキーをつくったり、花のジュースを料理に添え
たりして、多様な料理をつくっていた。４月の初めから泥と砂だけの料理を存分に楽しんだからこそ、次に
やってみたいことが出てきたのではないかと捉えた。新しい環境になじむこの時期には、やはり幼児の読み
取りを大切にすることが、幼児の「やりたい」を支えることにつながるのだと、Ａ児の姿から考えた。 
 
考察 
Ⅴ期を振り返るタイミングで、交流の一環として他園の職員とカンファレンスを行う機会があった。語り

合いの中で、「幼児の経験には無駄なことは一つもない」という言葉が印象に残っている。この言葉を聞いた
ときに、Ａ児のことが頭に浮かんだ。４月、ずっと砂と泥だけの料理を繰り返していたとき、遊びの広がりを
願っていたが、この繰り返しによりＡ児は存分に泥や砂での遊びを楽しみ、次なる「やりたい」につながった
のだと捉えている。まさに、「無駄なことは一つもない」、存分に楽しんだ経験が生きていると言える。遊びの
援助をするとき、教師の願いが先行してしまうことがあったが、幼児の今の楽しみをまずはじっくりと読み
取ることを大切にしたい。また、今回、おやつ活動の時間に「種まき」をしたことが、Ａ児の次の「やりたい」
につながったのではないかと捉えた。いつ芽を出すかは分からないが、長期的な育ちを願って種をまいてお
くことも「やりたい」を支えることにつながるのだと考える。 
４月からの２か月間、日 「々点」で捉えてきたＡ児の姿をつなぎ合わせていったからこそ、Ａ児の育ちとし

て意味付けることができたように思う。幼児を読み取るとき、今の楽しみは何なのか、どのような経験をし
てどのような心の動きがあったのかを思い描きながら、長期的に読み取ることが大切であると改めて感じて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜４歳クラス Ⅵ期 ６・７月 ＞ 主体的なかかわりを支える環境構成 
 
これまでの保育の様子 
６月になり、年中クラスの幼児は、料理づくりや生き物捕まえの遊びなどに楽しみを見いだし、夢中にな

って遊んでいた。副担任との振り返りでは、同じ場で料理をしたり、生き物を捕まえたりしている幼児でも、
一人一人の見いだす楽しみが違うため、一人一人の「今」の楽しみをよく読み取っていこうと共有していた。
また、４歳のこの時期は、「友だちや教師と一緒に遊びや生活をつくる時期」である。一人一人の楽しみを大
切にしながら、幼児同士で対話しながら遊びをつくったり、遊びを広げたりしていく姿を願って援助をして
いこうと、保育の方向性を確認していた。 
 ちょうどこのころ、今年度研究における交流の一環として、他園の先生方とカンファレンスをする機会が
あった。そこでは、幼児同士のかかわりについて話題になった。教師が意図的に幼児同士をつなぐことも時
にはあるが、幼児自身が友達とかかわりたいと思ったときに、自分のタイミングでかかわっていけるように
支えることが大切なのではないかということを共有した。 
このカンファレンスを受け、目の前の幼児の姿に照らして、これからの保育の方向性を考えていた。６月

初旬、料理遊びをしている幼児が多く、テラスではジュースづくり、「子どもの家」ではクッキーづくり、砂
場の近くではカレーづくりといったように、つくる場所やつくる料理も様々であった。教師は、クッキーづ
くりをしていたＤ児との会話の中で、自分のつくった料理を見てほしい、食べてほしいという思いを読み取
った。Ｄ児と、違う場所で料理をしている幼児とを、教師が「つなぐ」ことで、遊びが広がるのではないかと
考えた。しかし、Ｄ児のかかわりたいと思うタイミングと合わなかったり、Ｄ児の思いとは違う方向に導い
てしまったりする可能性があるのではないかという迷いがあった。やはり、Ｄ児が本当にかかわりたいと思
った時に、自分でかかわっていけるような主体的なかかわりを支えたいと捉え直していた。 
模索しながら考えたのが、環境構成によってＤ児の主体的かかわ

りを支えられないか、ということであった。料理づくりをしている
幼児は、つくった料理をテラスの棚に収納しておくことが多い。も
し、この棚の前にもっと広い空間ができたり、料理が幼児の目によ
り入りやすくなったりすれば、料理を見合い、自然とかかわりが生
まれるのではないかと考えた。そこで、テラスの赤マット（内履き
で歩くところ）を撤去することによって、棚の周りの空間を広くす
るとともに、棚に置いてある料理がより幼児の目線に入りやすいよ
うにした。 
  
６月９日 片付けの時間 

Ｄ児はこの日の遊びの時間、子どもの家で年下の幼児と一緒に、泥を使って、クッキーをつくろうとして
いた。Ｅ児は、Ｆ児を含む数名の幼児と一緒に、テラス前のテーブルで、前日にプリンのカップに入れておい
た泥を型抜きのようにカップから出し、チョコレートをつくっていた。片付けの時間になったとき、Ｄ児は
棚に置かれている泥が整ったかたちで固まっているのを見て、「ほんとのクッキ―みたいだよ」とその感動を
口にした。これがきっかけとなり、Ｄ児はＥ児に、「これはどうやってつくったの？」と聞き、対話が始まっ
た。教師は、チョコレートとクッキーでＤ児とＥ児のイメージの違いはあったものの、主体的なかかわりを
大切にしたいと考え、その様子を見守っていた。この日の午後は、一緒にクッキーづくりをしている姿は見
られなかったが、休日を挟んだ次の登園日に、Ｄ児、Ｅ児、Ｆ児は、「お家ごっこ」として、つくったクッキ
ーを持ち寄って食べて遊ぶ姿が見られた。 
副担任との振り返りでは、テラスの環境は、Ｄ児がかかわりたいと思うタイミングでかかわれるような環

境になっていたのではないかと共有した。その中で、幼児の動線と目線を意識した環境構成の重要性が話題
になった。料理遊びをする幼児は、朝の支度が終わると、テラスの棚に自分がつくった料理を取りに行き、遊

Ｄ児：「ねえ先生、これ見て。すごいよ。ほんとのクッキーみたい」 
教師：「本当だ、すごいねえ」 
Ｄ児：「これ誰がつくったんだろう」 
Ｅ児：「これはね、私がつくったの。これ、食べる？」 
教師：「そうか、Ｅちゃん、すごいんだね」 
Ｅ児：「だってさ、私お料理が得意なんだもん」 
Ｄ児：「ねえ、Ｅちゃん。これはどうやってつくったの？」 
Ｅ児：「これはさ、チョコレートを固めて、お日さまが当たるところに置いていくんだよ」 
Ｄ児：「私もこれつくりたい」 
Ｆ児：「僕もやりたい」 
Ｅ児：「じゃあ、午後一緒にやろうよ」 



んだ後はこの棚にまた置く。テラスの棚の前が広くなっていたことで、かかわる「場」ができたのではないか
と話し合った。また、棚が見やすくなったことで、Ｄ児のように違う料理にも目がいくきっかけになったの
だと確認した。 
その後、Ｄ児は「お家ごっこ」のお母さんの役をしながら、Ｅ児のつくっていたやり方で、クッキーをつく

って遊んでいる姿が見られた。Ｄ児はＥ児とのかかわりの中で遊びを広げたのではないかと捉えた。 
６月中旬、Ｇ児を含む数名の幼児は、テラスで音楽をかけ、踊りを踊るショーごっこをしていた。ショー

は、テラスの木の踏み台をステージに展開された。Ｇ児は、もっと広いステージにして多くの人に見てもら
いたいという思いをもった。レジャーシートを使ってステージを広げ、テラス全体をステージのようにして
工夫して遊んでいた。 
この遊びを見ているときの教師の迷いは、多くの人にショーを見てもらいたいというＧ児の思いをどう支

えていくか、ということであった。Ｇ児は、他の幼児にショーを見てもらいたいが、他の幼児は、違う遊びを
している。Ｇ児の思いと、他の遊びをしている幼児の思いの、両方を大切にするためには、どう支えるのがよ
いか、副担任と一緒に話しながら模索していた。 
そこで考えたのが、テラスのテーブルの位置を動かす環境構成であった。園庭からショーを見ると、テラ

スのテーブルで料理をしている幼児が壁になり、園庭からはあまりよく見えなかった。また、テラスのテー
ブルは、もともと屋外遊びに目が向くように考え、園庭に目線がい
くように置かれていた。もし、テーブルの位置が少し変わり、ショ
ーが他の幼児から見えるように環境構成をしたら、主体的なかか
わりが生まれるきっかけになるのではないかと考えた。 
 そこで、テラスのテーブルの位置を動かし、テラスの真ん中に空
間をつくり、ショーをするＧ児と他の幼児の目線が合うように環
境を構成した。 
 
６月 22日 遊びの時間 

 この日、Ｅ児を含む数名の幼児がテラスのテーブルで料理づくりをしていた。Ｇ児、Ｈ児を含む４名の幼
児はテラスと保育室を行き来しながらショーごっこをしていた。ショーが終わった後、教師は近くにいたＧ
児に向けて「素敵なショーだったね」と伝えた。しかし、その言葉に応答したのは、料理づくりをしていたＥ
児だった。このとき教師は、Ｅ児が料理をしながらショーを見ていたことを初めて知った。Ｅ児は、今いる場
所は「お料理しながらショーを見られる場所」と意味付けた。それを聞いたＧ児は、「いいこと思い付いた！」
と、嬉しそうに大きな声を出し、「ショーを見ながらお料理が食べられるレストラン」にしたいと提案し、料
理をする人、ショーをする人で役割分担が決まっていった。 
この日の副担任との振り返りでは、わずかな環境構成の変化でも、幼児同士のかかわるきっかけになるこ

とが話題になった。環境構成として更新したのは、テーブルの位置だけである。幼児の目線に立ち、そのテー
ブルに座ると何が見えているのか、どのような思いが生まれるのかなど、多様に思い描くことが大切である
と共有した。しかしながら、料理遊びをしている子が自分の遊びに集中したい場合もある。一人一人の今の
思いをよく読み取っていく必要があることも再確認した。また、違う遊びをしていても、「レストラン」とい
う言葉で、かかわるきっかけになったことも共有した。料理をつくる人とショーをする人とで役割分担が生
まれ、これは協同することへの芽生えと捉えられるのではないかと考えた。 
その後、Ｇ児とＥ児は、Ｇ児の好きなショーごっこをしたり、Ｅ児の好きな料理づくりをしたりして、一緒

にかかわりながら遊ぶ姿が見られるようになった。この姿を見ながら、Ｇ児はＥ児とのかかわりによって、
遊びを広げたのではないかと捉えた。 
 ７月に入り、副担任との振り返りで話題になったのが、園舎裏で生き物を捕まえて遊んでいる幼児のかか
わりを支えたいということであった。生き物を捕まえて遊んでいるＩ児は、遊びの時間の大半を園舎の裏で

Ｈ児：「ショーがはーじまーるよー」  
Ｇ児：「先生、こっちに来てよ、ショーが始まるよ」 
 ショーをして 1曲踊り終える。 
教師：「すごい、素敵なショーだったね」 
Ｅ児：「うん」 
教師：「あ、Ｅちゃんも見ていたんだね、お料理してたのかと思ってたよ」 
Ｅ児：「うん、ここはね、お料理しながらショーを見られる場所なんだよ」 
教師：「へえ、それはいい場所だね」 
Ｇ児：「ねえ、いいこと思い付いた！ここはショーを見ながらお料理が食べられるレストランっていうの

どう？私たちがショーをするから、Ｅちゃんたちはお料理をお願い」 
Ｅ児：「うん、分かった」 
Ｈ児：「私は、ショーだって分かるように、看板書くね」 



過ごすため、他の幼児とかかわることが少なかった。その一方で、同じクラスの幼児に捕まえた生き物を見
てほしいという思いがあることが会話の中から読み取れた。しかしながら、教師が先回りして幼児同士をつ
なぐのではなく、今のＩ児の生き物捕まえの遊びを大切にしながら、主体的なかかわりを支えたいと願って
いた。 
 ある日の片付けの時間、大きなカナヘビが入った虫かごがテラスに置いたままになっていた。そこへショ
ーをしていた幼児が集まり、カナヘビをみんなで見ている姿があった。教師は、この姿を見ながら、これまで
虫かごを置く場所は、ロッカーの上や下駄箱の上などであり、幼児の目線には入りにくいところであったこ
とに気付いた。もし、多くの幼児がよく通る場所、よく目にふれる
ところに虫かごの置き場があれば、Ｉ児の主体的なかかわりが生
まれるのではないかと考えた。 
 そこで、これまでプランターの置き場になっていた３段の棚を
虫かご置き場に替え、虫かごを棚の上に置いておいた。また、生き
物について気になったことがあった時にすぐに調べられるよう
に、生き物に関わる本をテラスに出しておいた。 
 
７月７日 片付けの時間 

 遊びの時間が終わり、Ｉ児が捕まえたカエルが入った虫かごを、虫かご置き場に置くと、それをＧ児が見
付けた。その虫かごを囲んで、料理づくりをしていた幼児と生き物捕まえをしていた幼児が一同に集まった。
Ｋ児の「えさもたくさんないとだよ」という言葉がきっかけとなって、カエルのえさについての対話が生ま
れた。教師は、片付けの時間になっていたので、次にある「みんなの時間」の時間が十分に確保できるか気に
なっていた。しかし、目の前で対話をしているＩ児の主体的なかかわりを支えたいと願い、その対話を見守
っていた。 
 Ｅ児がＩ児に、「このお花は何？」と聞いたところで、一旦話題は花の話になった。教師はＥ児がなぜ花に
ついて聞いたのか、Ｅ児の思いが知りたくなり、Ｅ児にその花をどうしたいのかを尋ねた。するとＥ児は料
理に使いたいという思いを話した。この後のＥ児とＩ児のやりとりから、この花をきっかけに２人がかかわ
ることにつながったのではないかと捉え、その様子を見守っていた。 
 副担任との振り返りでは、環境が幼児に与える影響の大きさについて話題になった。棚が一つあるかどう
か、本が１冊置かれているかどうかで、遊びの広がりやかかわりにつながることがある。虫かご置き場は、幼
児が靴を履き替える際に必ず通る場所であり、目につきやすいところであった。環境構成をする教師は、幼
児の目線や動線を考え、環境を更新し続けることが大切であると共有した。 
 その後、Ｉ児は、生き物を捕まえると、虫かご置き場に虫かごを置く前にＧ児やＫ児、Ｅ児に見せに行くよ

 Ｉ児が園舎裏で捕まえてきたカエルを、虫かごに入れて、虫かご置き場に置く。 
Ｇ児：「あ、カエルがいっぱいいる！」 
Ｉ児：「これはね、私とＪちゃんが一緒に捕まえたんだよ」 
Ｇ児：「こっちに持って来て、広いところで見ようよ」 
Ｉ児：「いいよ」 
Ｋ児：「こんなにいっぱいいいたら、えさもたくさんないとだよ」 
教師：「カエルさんって、何食べるんだろうね」 
Ｊ児：「えー知らない」 
Ｉ児：「あ、いいこと考えた。図鑑に書いてあるんじゃない？」 
Ｆ児：「図鑑ならここにあるよ」 
Ｇ児：「みんなで見ようよ」 
Ｆ児：「カエルはね、ごはんつぶを食べるんだよ」 
Ｋ児：「違うよ、それはオタマジャクシだよ」 
Ｇ児：「小さな虫も食べるみたい」 
Ｋ児：「じゃあ、僕が捕まえてあげるよ」 
Ｉ児：「ありがとう」 
Ｅ児：「ねえＩちゃん、このお花は何？」虫かごの中に入っていた花を指さす。 
Ｉ児：「裏にあったの。カエルさんのお家にいいと思って」 
Ｅ児：「私もそのお花ほしい」 
教師：「きれいなお花だね。Ｅちゃんはお花、どうしたいの？」 
Ｅ児：「チョコレートのトッピングにしたいの」 
Ｉ児：「いいよ、また行くから、その時とってきてあげる」 
Ｅ児：「ありがと」 
教師：「Ｉちゃんって優しいんだね。Ｅちゃんよかったね」 



うになった。また、Ｇ児やＫ児に声をかけて、生き物捕まえに一緒に行く姿も見られた。このＩ児の姿を見
て、Ｉ児は他の幼児とのかかわりの中で遊びを広げたのではないかと捉えた。 
今回の環境構成の更新によって、片付けの時間も主体的なかかわりが生まれるきっかけになると考えた。

片付けの時間は、片付けを終わらせることだけが目標になってしまいがちである。しかし、片付けの時間に
も、教師が幼児の行動の背景にある思いや心の動きを読み取っていることによって、幼児の育ちを支えられ
るかどうかにかかわってくるのだと考えた。 
 
考察 
 環境構成をより意識してかかわりを支えようと考えるようになったのは、「交流だより」を送付したことが
きっかけとなり、他園の職員と幼児同士のかかわりについて語り合ったからである。これまで、幼児のかか
わりを願いながら「つなぐ」援助を行ってきた。それが幼児の思いに合い、育ちにつながったのではないかと
思うこともあったが、本当に幼児がそのかかわりを望んでいたのか、というところまでは意識していないこ
とも多かった。他園の職員との交流によって、幼児同士を「つなぐ」援助について捉え直すことができたので
はないかと考えている。 
 今期を通し、環境構成において、幼児の目線に立つこと、動線を考えることを大切にしたいと思いを新た
にしている。環境構成を考える上でも、やはり今の幼児の思いや願いを丁寧に読み取ることが大切であると
改めて感じた。幼児の思いや願いは日々更新されていく。環境構成もその都度更新していく必要があると考
える。 
このエピソードについて、他園の職員とのカンファレンスを行う機会をもつことができた。その中で、「そ

もそもかかわりとは何なのか」ということが話題になった。意見を交わす中で、幼児がかかわりたいという
思いをもつ根底には、自分のやりたいことを十分に楽しむ姿があるということが共有された。このエピソー
ドで示した幼児のかかわりを含め、「かかわる」ということについて、幼児の姿と照らして再考してみたいと
思いを新たにしている。 
 
 
 
 
 
 
 



＜４歳クラスⅦ期９・10月＞「『寄り添う』ことを問い直し、 
主体的な遊びを支える」 

 
これまでの保育の様子 
９月に入ると、８月末の猛暑が和らぎ、屋外遊びを中心に幼児は自分の好きな遊びを見つけ、楽しんでい

た。教師は、幼児の思いを読み取りながら、今の幼児の楽しみに合うようにテラス周りの環境構成を毎日更
新してきた。テラスに置いてある石けん遊びや料理に使う道具は、数や出すタイミングを副担任と念入りに
話し合い、幼児の主体的な遊びにつながるようにしようと援助の方向性を確認していた。 
I児は、テラスに置かれている石けんを毎日のようにたらいの中で泡立て、手でシャボン玉をつくって遊ん

でいた。教師は、I児が七夕の際、短冊に「しゃぼんだまのなかにはいりたい」という願い事を書いていたこ
とを思い出した。もしかしたらＩ児は自分が入れるような大きなシャボン玉をつくりたいという願いを叶え
るために、シャボン玉のつくり方を多様に試しているのではないかと考えた。教師は、Ｉ児の思いを支えて
いきたいと願いながら、Ｉ児を見守っていた。 
Ｉ児のシャボン玉遊びと時期を同じくして、交流の一環としてＡ園の職員が本園の保育を参観する機会が

あった。この日の保育中、教師は I 児が夢中になって泡をつくっている様子を捉え、少し離れたところから
見守ることで I児の「やりたい」という思いに意識を向けて「寄り添う」ことにした。I児が「先生、（私の
つくった泡を）見て」と言った時にも、「すごい、大きな泡ができたね」と称賛しながらも、見守る姿勢は継
続していた。 
保育後の振り返りタイムでは、I児のシャボン玉遊びと、教師の見守る援助が話題になった。Ａ園の職員は

「私だったら、I児と一緒にシャボン玉をつくって、楽しむかもしれない。そうすることがＩ児の今後の『や
りたい』につながると思う」と語った。それを聞いた時、教師はこの日の I 児の支え方はこれでよかったの
だろうかと問い直した。保育中は、教師が声をかけ、かかわることで I 児の「やりたい」ことの方向性が変
わってしまわないように見守ることが「寄り添う」ことであると考えていた。しかし、Ａ園の職員の言葉を聞
いてからは、この場面において、I児と一緒に楽しみながら発見や感動を共有することが「寄り添う」ことだ
ったのではないかと思うようになった。 
この振り返りタイムの後、Ｉ児の主体的な遊びを支えるにはどうしたらよいかをもう一度副担任と話し合

った。幼児の今の思いを読み取ることを前提に、幼児を見守るように「寄り添う」ことを大切にしながらも、
状況に応じて幼児と一緒に遊びを楽しみ、感動を共有するように「寄り添う」ことも、これまで以上に大切に
していこうと、援助の方向性を確認した。 
 
９月 15日  

 Ｉ児、Ｊ児がたらいの中に石けん水をつくり、フラフープを使ってシャボン玉の中に入ろうと試してい
る。 
Ｉ児：「ねえ、Ｊちゃん、フラフープを上げて」 
Ｊ児：「分かった。いくよ」 
Ｉ児：「そうっとね」 
Ｊ児：「うん」 
Ｉ児：「あれ、割れちゃったね。もう一回やって」 
Ｊ児：「うん、いくよ。あれ、やっぱり割れちゃう」 
Ｉ児：「ここまでくると割れちゃうんだ。どうしたらいいかな」 
担任：「そうか、ここまでは上がるんだね」 
Ｊ児：「先生、今度は、先生がフラフープやってみて」 
担任：「え、先生がやってもいいの？じゃあやってみるね。いくよ」 
Ｊ児：「ここまでは上がったね」Ｉ児の腰を指さす 
Ｉ児：「でもさ、まだここまでだよ」 
担任：「どこまで上げたいの」 
Ｉ児Ｊ児：「ここまで！」Ｉ児の頭の上を指さす 
担任：「なるほど、あともう少しだね。どうしようかね」 
Ｉ児：「あ、いいこと考えた！こうしたらどう？」たらいの中に立っていたＩ児がたらいの中で座る。 
Ｊ児：「これなら全部入るかも！」 
Ｉ児：「Ｊちゃん、やってみて！」 
Ｊ児：「わかった、いくよ。あ！頭まで全部入った！」 
Ｉ児：「やったあ！」 
担任：「やったね！すごいじゃん！ついにお願い事がかなったね！」 
Ｉ児：「やったあ！」 



この日 I 児と J 児は、朝の支度が終わるとすぐにテラスに出て、石けんとおろし金を取りに行った。遊び
の時間の前半は、おろし金を使って石けんを削り、たらいの中に溜めていた。後半には、たらいの中に少しず
つ水を入れていき、混ぜて石けん水をつくって、たらいの中に入っていたフラフープを上げたり下げたりし
ながら、石けんの膜が張るように何度も試していた。教師は２人が夢中になっている様子から、今は見守る
ことが２人の思いに「寄り添う」ことだと考え、近くで見守っていた。 
しかし、ある程度の高さまでフラフープを高く上げると、石けんの膜が決まって割れてしまう。教師は、そ

のことに気付いた２人の姿を捉えたとき、今は一緒に考えることが「寄り添い」であると、その場で捉え直し
た。そこで、遊びの仲間に加わり、腰よりも高く石けんの膜を上げるためにはどうしたらよいかを、一緒に試
したり考えたりすることにした。するとＩ児が「あ、いいこと考えた！こうしたらどう？」と、自分自身が座
ることを発想した。確かに腰の高さまで目線を下げれば、視覚的に石けんの膜の中に入っている実感があっ
たのではないかと捉え、その発想を称賛した。 
「やったあ！」と声を出した時の I 児の感動は、ひとしおであったと捉えた。しかし、それに負けず劣ら

ず、この時の教師の心の動きも大きかった。これは、第三者的に見守っていたら得られない感動であったの
ではないかと振り返っている。教師が幼児の世界に入り込み、心の底から出た「やったね！すごいじゃん！
ついにお願い事がかなったね！」という言葉はＩ児の達成感につながったのではないかと捉えた。このとき、
一緒に遊びに参加することがＩ児に「寄り添う」ことになったと実感した。交流でＡ園の先生が語った言葉
が、実感の伴う言葉になったことを、このとき自覚することができた。 
 教師は、そのときの嬉しさから、副担任ともこの感動を共有したいという思いをもち、副担任にその場に
来てもらえるように合図を出した。副担任は、担任や子どもの様子から、呼ばれた意図を瞬時に読み取り、い
つもよりも感情を揺り動かしながら「え、え、本当にＩちゃんが中に入っている！すごいね、これ考えたの
誰？天才！」と感動を表現した。副担任の声を聞いたＩ児Ｊ児は、さらに嬉しそうな笑顔を浮かべていた。 
この日の副担任との振り返りでは、２人の発見や感動を共有したことが、「寄り添う」ことにつながったの

ではないかと話し合った。この日の担任のように、幼児の世界に入り込み、一緒に喜んだり考えたりするこ
とによって生まれた感情や声は、幼児の心にもまっすぐに届くのではないかと共有した。また、担任一人で
はなく、副担任も一緒にその感動を共有することが、Ｉ児の喜びをさらに膨らませたのではないかと話し合
った。そして、発見や感動に「寄り添う」には、教師が連携することも大切であると共有した。 
今後も、幼児の感動を共有したいときや、どう「寄り添う」のがよいか判断に迷ったときは、保育中でもす

ぐに共有して、必要に応じて一緒に援助することを大切にしようと援助の方向性を確認した。担任と副担任
が一緒に援助をする際には、他の幼児の安全面を配慮し、教育補佐員の職員にも安全の見守りの協力を依頼
しようと、連携の取り方も確認した。 
 
９月 20日 

担任は、近くにいた副担任に、目で合図し、こっちに来てほしいと手招きする。 
副担任：「え、何か楽しそうだけど、どうしたの？」 
Ｉ児：「私ね、シャボン玉の中に入れたの！○○先生（副担任）、見てて、見てて」 
Ｊ児：「じゃあいくね」 
副担任：「え、え、本当にＩちゃんが中に入っている！すごいね、これ考えたの誰？天才！」 
Ｉ児：「私と、Ｊちゃんが考えたんだよ！すごいでしょ！」 

Ｉ児、Ｋ児がテラスで石けん水を使って料理づくりをしている。 
Ｋ児：「ねえＩちゃん、クリームできた？」 
Ｉ児：「まだもう少し。水が多いから、もうちょっと石けん足すね」 
Ｋ児：「もういいんじゃない？いいクリームができていると思うよ」 
Ｉ児：「でも、まだなの。もうちょっとふわふわにしたいの」 
Ｋ児：「分かった、Ｉちゃんはすごいねえ。じゃあ、その間私はトッピングのお花を採ってくるね」 
Ｉ児：「うん」 
 担任はＩ児の様子を見守りながら、テラス前を通った副担任に声をかける。 
担任：「○○先生、今、Ｉちゃんがすごいクリームをつくっていますよ」 
副担任：「すごい、私もＩちゃんに声かけようかな」 
担任：「実は私も、まだ声をかけていないんです。Ｋちゃんがさっき、Ｉちゃんに『すごいねえ』って声を

かけていたんです。だからクリームを褒めようかと思ったけどやめたんですよ。２人のかかわりだ
けで今日は何かいい遊びになる気がして…。」 

副担任：「Ｋちゃん、素敵。じゃあ、私は呼ばれたら行くことにしますね」 
担任：「了解です。私もクリームができるまで待ってから声をかけます」 
 Ｉ児のつくっていたクリームができ上がる。 
Ｉ児：「Ｋちゃん、できたよ！」 



 Ｉ児は、シャボン玉の中に入ることができた日から数日間、毎日シャボン玉の中に入る遊びをしていた。
その翌週からは、石けんの泡を使った料理づくりをするようになった。シャボン玉の中に入りたいという願
いが叶い、満足感や達成感をもちながら、新たな遊びを始めたのだろうと捉えた。 
 この日Ｉ児は、Ｋ児と一緒に四角いスポンジに「チョコレート」である土をつけてケーキをつくった後、石
けんを使ってその上にかけるクリームをつくっていた。教師は、２人の会話を聞きながら、この日は教師が
遊びに入ることはせず、見守ることでＩ児に「寄り添う」ことにしようと考えた。そう判断した理由は２つあ
る。１つ目は、Ｋ児と一緒であれば、クリームが完成したとき、Ｉ児はかかわりの中で達成感や満足感をもて
るのではないかと考えたからである。２つ目は、Ｉ児はこれまでの遊びの中で、自分の思い描くようなクリ
ームをつくることができるようになっているのではないかと考えたためである。 
料理づくりを見守りながら、Ｋ児との自然なかかわりの中で I 児の主体的な遊びにつながることを願い、

その思いを副担任とも保育中に共有した。副担任と、「今日は見守ることで『寄り添う』」という援助の方向性
を確認し合った後、Ｋ児がＩ児に「Ｉちゃんって、すごいんだね」と伝えていた。教師はその姿を見ながら、
Ｋ児に認められたことがＩ児の達成感につながったのではないかと捉え、見守ってよかったと思った。 
Ｉ児の思うような「ふわふわのクリーム」ができた段階でＩ児に声をかけると、教師はＩ児に「先生、まだ

見ないで」と言われた。その瞬間は、ケーキができた段階で何気なく声をかける方がよかったのではないか
と思っていた。しかし、「先生、まだ見ないで」と言った時の、Ｉ児の満足感に満ちたような笑顔を思い浮か
べると、内緒にしてサプライズのように見せたいと考えていたＩ児の楽しみの大きさが読み取れてよかった
のではないかと後から振り返った。 
副担任との振り返りの中では、保育中に遊びの共有をする、援助者を交代する、一緒に援助するなど、連携

して保育をする上でのレパートリーが増えていることを確認し合った。そして、「寄り添う」ことの意味や価
値を、I児の姿をもとにさらに問い直していこうと共有した。 
 
10月３日 

Ｋ児：「すごいね、ふわふわ。Ｉちゃんって、すごいんだね。」 
Ｉ児：「すごいでしょ。じゃあケーキに付けるね。これどうかな？」 
Ｋ児：「うわあ、おいしそう」 
担任：「本当だ、おいしそうだね、ＩちゃんＪちゃん」 
Ｉ児：「先生、まだ見ないで。できるまではまだみんなには内緒なんだよ。できたら見せるね」 
担任：「分かった。じゃあ後でまた見るね」 
Ｉ児：「うん、できたら呼びに行く」 

Ｉ児、Ｊ児、Ｋ児、Ｌ児、Ｎ児の５人がジュースづくりをしている。Ｋ児とＮ児は、花をすり鉢でつぶ
して「お花のジュース」をつくっている。I児、Ｊ児、Ｌ児は、石けんを使って「しゅわしゅわジュース」
をつくっている。 
Ｌ児：「先生、これどうやって使うの？」 
担任：「これねえ、Ｉちゃんだったら分かるかも」 
Ｌ児：「ねえ、Ｉちゃん、これどうやって使うの？」 
Ｉ児：「あのね、こうやって石けんを削ってね、ちょっとだけ水を少し入れるんだよ。そうしたらね、しゅ

わしゅわジュースができるよ」 
Ｌ児：「分かった、やってみるね」 
 Ｉ児、Ｊ児、Ｌ児の「しゅわしゅわジュース」、Ｋ児、Ｎ児の「お花のジュース」がある程度完成する。
完成したジュースを持ち寄って、みんなで見ている。 
Ｎ児：「あ、いいこと考えた。ねえ、Ｉちゃん。私もしゅわしゅわを中に入れたいから、残りのあわあわ、

ちょうだい」 
Ｉ児：「うん、ちょっとだけだったらいいよ」 
Ｎ児：「ありがとう」 自分のつくったジュースに泡を浮かべる 
Ｉ児：「え、それいいな。私もお花のジュースがほしい」 
Ｎ児：「いっぱいあるから、いいよ」 
Ｉ児：「じゃあもらうね」 
Ｌ児：「ねえ、もっといっぱいつくろうよ」 
Ｉ児：「いいね、そしたらみんなでパーティーができるね」 
担任：「え、パーティー？それは楽しみだねえ」 
 ５人がジュースをつくり足す。 
Ｉ児：「ねえ、先生、こっちに来て。先生たちの分もつくっておいたよ。ほら、ビールだよ」 
担任：「わあ、ありがとう！うれしいな。○○先生も喜ぶだろうな」 
Ｉ児：「○○先生、こっちに来て。早く早く」 



 Ｉ児が毎日、石けんを使って料理づくりをしているので、その楽しそうな雰囲気を感じたのか、他の幼児
も一緒に石けんを使った料理をするようになっていた。この日はＩ児を含む５人の幼児が集まって遊んでい
た。I児は、しゅわしゅわジュースをつくりたいという思いをもち、Ｊ児、Ｌ児とともに作り始めた。Ｌ児は
おろし金の使い方が分からず、教師に尋ねた。教師はこの時、I児であればかかわりの中で教え合い、一緒に
ジュースをつくれるのではないかと願い、それとなく I児に聞いてみることを促した。 
Ｉ児を含む 5 人でジュースを持ち寄ったとき、Ｎ児が、花のジュースと石けんのジュースを混ぜてみるこ

とを発想した。この時教師は、Ｉ児もやってみたいという思いをもっていることを読み取った。そこで、幼児
同士のかかわりの中でＩ児の主体的な遊びを支えたいと願い、遊びの中には入らず、見守ることにした。 
ジュースをつくり足した後、５人でかかわって遊びながらも、Ｉ児は「先生たちの分『も』つくっておいた

よ」と教師に声をかけた。この言葉を聞いた時、Ｉ児にとっての遊び仲間には、友達だけでなく、教師も入っ
ているのではないかと捉えた。 
 副担任との振り返りでは、Ｉ児が教師も遊びの仲間として捉えていたことが嬉しかったこと、そして、そ
のような言葉がＩ児から出てきたのは、「寄り添う」とはどのようなことかを考え続けてきたからではないか
と話し合った。時には見守り、時に一緒に考えたり喜んだり悩んだりするなど、多様に「寄り添う」教師の姿
勢が、Ｉ児の主体的な遊びを支えてきたことを共有した。 
 その後も I児は、石けんでの遊びを続けていた。石けん遊びをしている幼児の会話を聞いていると、「石け
んを使った遊びで分からないことや困ったことがあるときにはＩ児に聞けばいい」という幼児の認識がある
ように感じた。Ｉ児は石けん遊びを通して、友達から頼られる場面が随所に見られ、自己肯定感を高めたの
ではないかと捉えた。 
 
考察 
交流においてＡ園の職員と語り合う前は、「寄り添う」ことは、共感することや、一緒にいる安心感がある

ことと捉えていた。しかし、語り合うことで、Ｉ児をどう支えようか問い直すことにつながり、「寄り添う」
ということの意味や価値を捉え直した。一緒に遊びに加わり発見や感動を共有することも「寄り添う」こと
であると考えるようになった。 
そして、その時々で何が「寄り添う」ことなのかを考えてきたことで、子どもにとって教師は、どのような

存在であるとよいのか、その在り方が見えてきたように思う。教師は、子どもの世界に入り、一緒に喜んだり
悲しんだり、考えたりする、「子どもとともにくらしをつくっていく一人の仲間である」という在り方が大切
なのではないかと捉えている。見守りだけに徹する存在、教師の思う育ちにいざなうために仕掛けるだけの
第三者的な存在からは、そのような在り方は見えにくいのではないかと考える。やはり、そのときにどう「寄
り添う」のがよいのかを考えることの大切さに行き着く。このように、交流によって保育を捉え直してきた
ことが、自身の保育の大きなターニングポイントになっていたように思う。 
Ｉ児へ「寄り添う」ということを副担任と一緒に考える過程で、２人で援助すること、あえて交替して援助

すること、保育中に方向性を即時に共有することなど、連携の幅が広がり、援助のレパートリーが増えた。幼
児が楽しいと教師も楽しい、教師が楽しいと子どもも楽しいという相互に影響し合う仲間のような関係が、
主体的な遊びを支えていくのだと捉えている。 

副担任：「Ｉちゃん、どうしたの？」 
Ｉ児：「はい、これ。○○先生の分だよ」 
副担任：「え、これ私に？すごいね、よくつくったね！」 
Ｉ児：「みんなの分もあるんだよ」 
Ｊ児：「これでみんなで飲めるね。かんぱーい」 
担任・副担任：「かんぱーい」 



＜４歳クラス Ⅷ期 １月 ＞ 「友達と一緒にいる心地よさを大切に、遊びを支える」 
 
これまでの保育の様子 
12月になると、悪天候や気温の低い日が続き、主な遊びの場が屋外から屋内に移行した。幼児にとって、

遊びの環境が大きく変わることになる。そのため、屋内遊びへの移行期には、保育室の一角にブルーシート
を敷き、屋外で使っていた鍋やお皿、石けんなどの道具を置き、室内でも屋外の料理遊びが楽しめる環境構
成を行った。 
１月に入ると、廃材を使った料理遊びや大縄跳びなど、屋内でも自分のしたい遊びが見つかってきた。そ

のような中で、日々の副担任との 10分振り返りでは、Ｐ児のことがしばしば話題に挙がっていた。屋外遊び
をしていた頃、Ｐ児は、Ｑ児・Ｒ児とともに、生き物捕まえに夢中になり、毎日晴れやかな表情をして園舎裏
に遊びに行っていた。12月に屋内遊びが中心になってからは、Ｑ児・Ｒ児と一緒に大縄跳びをしたり、鬼ご
っこをしたりしてすることが多かった。一見、一緒に遊んでいるように見えるのだが、その表情は、これまで
とは少し違い、どこか曇りがあるように感じた。なぜそのような表情をしているのか、副担任とともに、時間
をかけて話し合った。 
話し合う中で、Ｐ児は、友達と一緒にいても、友達のやりたいことを優先してしまうのではないかという

ことを共有した。そのように遊ぶこともＰ児の育ちにつながらないわけではないが、もし、Ｐ児が屋外遊び
の時のように、自分の好きな遊びに夢中になる中で、友達と一緒に遊ぶことの心地よさを感じることができ
れば、自分に自信をもったり、自己有用感を高めたりしていけるのではないかと思い描いた。まずはＰ児が
本当にやりたい遊びが見付かるように、Ｐ児の思いをよく読み取っていこうと、Ｐ児を支える方向性を確認
した。 
１月下旬のある日、朝の受け入れの時に、Ｐ児の母と話をしている中で、Ｐ児があるアニメに興味をもっ

ていることを知った。とりわけ、そのアニメの主人公である赤い帽子がトレードマークのキャラクター（以
下、○○）が好きであることも聞いた。もしかしたら、Ｐ児の本当にやりたい遊びは、○○と何か関係がある
のかもしれないと思い描いた。そこで、Ｐ児がこの日朝の支度をしているときに、それとなく○○につなが
るような話題を出してみることにした。 
 
１月 25日  

教師は、朝の支度をしているＰ児にそれとなく話しかけ、Ｐ児は○○のかぶっている帽子をつくりたいと
いう思いをもっていることを、会話の中から読み取った。しかし、Ｐ児は「できない」と話し、帽子はつくり
たいが、つくり上げる自信をもてないという、心の迷いがあるのではないかということも読み取れた。 
この時、教師は、Ｐ児をどう支えようか迷っていた。ちょうど１年前の同じ時期に、年長クラス a 児が、

教師：「Ｐくん、昨日映画館に行ったってママから聞いたよ。どんな映画見たの？」 
Ｐ児：「あのね、○○の映画だよ」 
教師：「へえ、○○って、どんなキャラクターなの？」 
Ｐ児：「先生、知らないの？赤い帽子でさ、ここにマークがあるの」 
Ｑ児：「スターをとるとパワーアップするんだよ」 
Ｐ児：「そうそう、そうなんだよ。僕は○○が一番好きなんだよ」 
教師：「へえ、そうなんだね。どんなところが好きなの？」 
Ｐ児：「赤い帽子がかっこいいんだよ。僕、あの帽子がほしいんだ」 
教師：「へえ、そんなにかっこいい帽子なんだね。どこかに売ってるの？」 
Ｐ児：「売ってるわけないよ。自分でつくればいいんだけどさ、僕つくり方分からないし、できない」 
教師：「うみさん（５歳クラス）で帽子をつくるのが得意だった aくんってお兄さんがいたような…」 
Ｐ児：「あ、いいこと考えた。僕、今日うみさん（５歳クラス）に聞きに行ってみる」 
Ｐ児が５歳クラスへ行き、５歳クラス a児に声をかける。 

Ｐ児：「ねえ、僕は○○の帽子が作りたいんだけど、どうしたらいいの？」 
５歳クラス a児：「ああ、帽子ね。まずは新聞紙を持ってきて」新聞紙を持ってくる。 
５歳クラス a児：「そしたらね、こうやって丸めて、ここでガムテープを留めて。そしたら、これに新聞を

巻けば完成だよ。分かった？」 
Ｐ児：「うん、やってみるね」 
 保育室に戻り、Ｐ児が新聞紙で帽子をつくっている。 
Ｓ児：「Ｐくん、何してるの？」 
Ｐ児：「○○の帽子をつくっているんだ」 
Ｓ児：「おもしろそう！私もいーれーて」 
Ｐ児：「いいよ」 
Ｓ児：「じゃあさ、私はここを押さえているよ。Ｐくんはガムテープを貼って」 



電車遊びの一環で車掌さんの帽子を多様に試す中でつくっていたのを思い出し、もしかしたら、５歳クラス
a 児であれば、Ｐ児のイメージに合うような帽子のつくり方を教えてくれるのではないかと思ったからであ
る。一方で、Ｐ児と５歳クラス a 児を意図的につなぐことは、本当に今のＰ児の遊びを支えることになるの
かという迷いもあった。 
瞬時ではあったが多様に考えた結果、今のＰ児には、帽子をつくる少しの手がかりがあった方がよいので

はないかと判断した。５歳クラス a 児とのかかわりを通して、今度は自分で遊びをさらに広げていけるので
はないか、ひいてはそれが自信になるのではないかと思い描き、教師は、５歳クラス a 児につながるような
つぶやきをすることに決めたのである。 
保育室に戻り、Ｐ児が帽子をつくっていると、Ｓ児が遊びに加わった。これまで、Ｓ児とＰ児は、あまり一

緒に遊ぶところを見たことがなかった。この２人の自然なかかわりが、Ｐ児の遊びの広がりにつながるので
はないかと思い描き、教師は少し離れたところから２人の会話に耳を傾けていた。２人は役割を分担しなが
ら、帽子を楽しそうにつくっていた。 
副担任との振り返りでは、「かかわりは、遊びに夢中になる中で自然と生まれてくるもの」であるという、

公開カンファレンスの際に他園の先生が語っていた言葉を改めて共有した。きっとＰ児の楽しい雰囲気や自
分のつくりたかった帽子をつくるという期待感が、Ｓ児にも伝わっていたのではないかと話し合った。そし
て、このときＰ児は友達と一緒にいる心地よさを感じていたのではないかと捉えた。 
 帽子が完成すると、Ｐ児は、給食の時間にもこの帽子を大切そうに持っていた。この姿から、Ｐ児にとって
つくった帽子は大切なものであることが読み取れた。そこで、Ｐ児と相談しながら、Ｐ児のつくった帽子を
保管するスペースをつくり、この帽子を「大切なもの」として扱えるような環境を整えることにした。また、
Ｐ児がこの帽子をきっかけに、かかわりの中でさらに遊びを広げていく姿も思い描き、帽子を保管するスペ
ースは、他の幼児からも視覚的に分かりやすい場所に設定することにした。 
 
１月 26日  

 翌日、Ｐ児のつくった○○の帽子が飾ってあったのを見つけたＱ児は、自分もつくりたいという思いをも
った。教師は、自然とかかわりが生まれたことを嬉しく思い、その様子を見守っていた。ここで、Ｓ児が、
「○○は一人しかいない」と言ったことがきっかけとなって、Ｑ児は、アニメの中で○○の弟にあたる●●
の帽子をつくることになった。Ｑ児の思いを受け、Ｐ児が帽子のつくり方を教えていた。Ｐ児は、前日に５歳
クラス a 児が教えてくれた説明と、ほぼ同様に説明をしていた。その時のＰ児の表情は、晴れやかであるよ
うに感じた。 
 副担任との振り返りでは、Ｐ児の表情が話題になった。Ｐ児がＱ児に帽子のつくり方を教えるときの晴れ
やかな表情は、副担任も同様に捉えていた。Ｐ児にとって本当にやりたい遊びが見つかったのかもしれない
ということを共有し、Ｐ児が何を楽しみにしているのかをさらに読み取り続けていこうと、今後の方向性を
確認した。 
Ｑ児がつくっていた帽子が完成すると、２人は一緒に帽子をかぶって遊戯室に遊びに行った。帽子をかぶ

っていると、正義のヒーローになったような思いになったのか、Ｐ児は「僕は、ヒーローだから、そら組（３
歳クラス）の片付けを手伝ってくるね」と言い、３歳クラス児が遊んだ積み木をこの日一緒に片付けていた。
○○になりきり、３歳クラスの片付けを手伝うＰ児を見て、このアニメを知っている幼児は「さすが○○だ
ね」とＰ児を称賛する姿も見られた。Ｐ児はこのとき、さらに晴れやかな表情をしているように見えた。この
姿から、Ｐ児が友達と一緒にいる心地よさを感じたのではないかと捉えた。 
一方で、このアニメをよく知らない幼児も多い。そのため、Ｐ児から楽しい雰囲気を感じ、遊びに加わりた

いと思っても、イメージがなかなか共有されないのではないかという迷いもあった。そこで、「一緒にやりた
い」という思いをもった幼児が、この遊びに参加できるきっかけの一つとして、このアニメのキャラクター
が多数プリントされているお菓子の箱を一つ、保育室に置いておいた。 

Ｑ児：「何これ、すごい。○○の帽子だ。これ誰がつくったの？」 
Ｐ児：「僕がつくったんだよ」 
Ｑ児：「ねえＰくん、それ僕もつくりたい」 
Ｓ児：「でもさ、○○は一人しかいないから、二人もいたら変だよ」 
Ｑ児：「僕だってつくりたいもん」 
教師：「そうなんだね。Ｐくん、どうしようかね」 
Ｐ児：「じゃあさ、僕が○○になるから、Ｑくんは●●ってことでどう？」 
Ｑ児：「それ、いい。僕は●●の帽子をつくることにするね。Ｐくんつくり方教えてよ」 
Ｐ児：「いいよ。まず新聞紙を使って、ここをつくるんだよ。そして、そこにまた新聞をかぶせるの」 
Ｑ児：「Ｐくん、一緒につくってよ」 
Ｐ児：「うん、いいよ」 
Ｓ児：「じゃあ私もお手伝いするね」 



 
１月 31日 

 この日、Ｒ児がＰ児のしていた遊びに入ることになり、どのキャラクターになるか、お菓子の箱を見なが
ら決めていた。その楽しい雰囲気が周りに伝わったのか、Ｓ児・Ｔ児・Ｕ児・Ｖ児も集まってきて、自分がど
のキャラクターになりたいかをＰ児と一緒に決めることになった。教師もその輪の中に入り、Ｐ児の今の楽
しみの方向性を探りながら、必要に応じて会話に入るようにしていた。Ｐ児を中心として、Ｒ児は△△（カメ
帝国の王）、Ｓ児は□□（キノコ王国の王子様）、Ｔ児は★★（キノコ王国の姫）、Ｕ児は◇◇（架空の世界の
姫）、Ｖ児は※※（○○や●●を背中に乗せる亀）になるために、衣装や装飾品をつくることになった。教師
は、この時、友達と意気揚々とやりとりをするＰ児の姿に心を揺り動かされるような思いがした。 
 副担任との振り返りでは、友達と一緒に遊ぶ心地よさについて話題になった。多くの幼児がこの遊びに加
わったことで、Ｐ児は、友達と一緒に遊ぶことの心地よさを感じていたのではないかと話し合った。そして、
Ｐ児が感じたであろうこの心地よさは、Ｐ児が自分に自信をもつことにつながったのではないかと共有した。 
 この遊びを始めて１週間が経った頃、Ｐ児が「早く幼稚園に行きたい」「早く○○になりきって遊びたい」
「友達がたくさんできた」と家で話していることを、Ｐ児の母から聞いた。２月中旬にある遊びの発表会に
向けて、どんな遊びを見せたいかを聞いたときには、「○○の遊びを発表したい」と即答していた。Ｐ児は発
表会の後、大縄遊びに夢中になっていた。友達や教師を自分から誘い、自分のしたい遊びを友達と一緒に思
い切り楽しむ姿が見られた。このような姿から、Ｐ児は友達と一緒に遊ぶ心地よさを感じたことで、自分に
自信をもつことにつながったのではないかと改めて捉えることができたように思う。 
 
 
 

考察 
Ⅷ期は、「友達とのかかわりを深める時期」である。Ｐ児は遊びの中で、「自分のやりたいことをみんなが楽

しいと思ってくれている」という、友達と一緒にいる心地よさを感じたのではないかと捉えている。それは、
これまで友達のやりたいことを優先しようとしてきたＰ児にとって、新鮮な心の動きだったのではないかと
考える。Ｐ児にとって、この遊びが「かかわりを深める」きっかけだったのではないかと振り返っている。そ
して、「かかわりを深める」ことが、Ｐ児の自信につながったのではないかと考える。 
今回の事例のＰ児のように、幼児一人一人にこのような遊びのストーリーがある。教師は、一人一人を日々

よく読み取ることで、そのストーリーを確かに紡いでいくことが必要だと考える。しかしながら、一人一人
のストーリーを紡いでいくことは容易ではない。今回、Ｐ児を多面的に捉えていくとき、必要不可欠だった
のが、語り合いであったと振り返る。副担任との語り合いはもちろん、他園の先生方と語り合った時の気付
きが、Ｐ児を多面的に捉えていくことにつながったと考える。一人一人のストーリーを多くの保育者でつく
っていくことの大切さを実感している。 

Ｒ児：「僕もＰくんの○○の仲間になりたいな」 
Ｐ児：「いいよ。○○は僕で、●●はＱくんだから、それ以外がいいな」 
Ｒ児：「じゃあ、僕は、△△にする」 
Ｐ児：「うんいいよ」 
教師：「△△って、何？」 
Ｐ児：「△△はさ、ボスなんだよ。強いんだよ」 
Ｒ児：「そうだよ、先生、ほら、これだよ」 お菓子の箱を指さす 
教師：「わあ、これは強そうだね」 
Ｒ児：「そしたら、この甲羅をつくりたいから、段ボールください」 
教師：「お部屋の隅にある段ボール、好きに使っていいよ」 
Ｒ児：「やったあ」 
Ｔ児：「何してるの？私もいーれーて」 
Ｐ児：「いいよ。Ｔちゃんは何がいい？」 
Ｔ児：「私は★★がいいな」 
Ｕ児：「じゃあ私は、◇◇にする」 
Ｓ児：「私は□□をつくる」 
Ｖ児：「僕も入れて。僕はさ、この亀をつくるね」 
Ｐ児：「ああ、※※ね。みんながつくったら、みんなで集まろうよ」 
Ｖ児：「そうだ、これ（お菓子の箱にプリントされた絵）みたいに記念写真とろうよ」 
Ｐ児：「いいね、そうしよう」 



〈５歳クラス Ⅸ期 ４・５月〉 「自分からかかわろうとする姿を支える」 
 
これまでの保育の様子 
 ５歳クラスの幼児にとって、久しぶりの屋外遊びになる４月。屋外中心に遊びが展開させることを願って、
テラス脇の棚にはすり鉢やボトル、虫かごなどを用意し、テラス前にはシートを敷いて、テーブルを並べる
環境構成をした。そして、教師は、幼児が安心して遊べるように、幼児のやりたいことをよく読み取り、寄り
添っていこうと副担任と援助の方向性を確認していた。自転車やブランコなどの遊具で遊ぶ幼児、カナヘビ
やオタマジャクシなどの生き物捕まえをする幼児、おうちごっこをする幼児など、これまでに経験してきた
遊びを拠り所にして、友達とかかわりながら遊びを楽しんでいるように捉えた。 
途中転園してきた幼児にとっては、附属幼稚園において初めて春の遊びにふれることになる。どんな遊び

をしようかと様子をうかがう幼児もいれば、春の自然に興味をもち、生き物捕まえなどに夢中になる幼児も
いた。Ａ児は周りの様子をうかがいながら、１人で遊んでいることが多かった。周りの幼児がどんな道具を
使って、どのように遊んでいるのかを観察しているようであった。４月中旬、Ａ児は砂と水を混ぜ、それをプ
ラコップに入れて、色の違いを比べていた。 
 
４月 18日 

この日、Ａ児は４歳クラス児が花をすり鉢ですりつぶし、色水をつくっている様子を見ていた。その時の
Ａ児の表情や「お花がほしい」という言葉から、Ａ児は花を使って色水をつくりたいという思いをもってい
るのではないかと読み取った。５歳クラスの幼児の中には昨年度、花の色水づくりを経験している幼児も多
くいたので、この遊びがＡ児にとって他の幼児とかかわるきっかけになるのではないかと考え、Ｂ児とつな
ぐ援助をした。Ｂ児は、Ａ児の思いを聞き、花のある場所やそこにある花はとってもよいことを知らせた。教
師はそのあとも幼児同士がかかわりながら遊ぶことを願って、Ａ児が花で何をしたいのかを共有しようと考
え、Ａ児にそれを聞いてみた。しかし、Ｂ児はそのことを聞いた後、別の場所に遊びに行った。教師は、Ｂ児
は他にやりたいことがあるのではないかと捉え、それ以上声をかけることはしなかった。その後、Ａ児は集
めた花を持って、１人でテラス前で色水づくりをしていた。その表情からは、花びらをすりつぶすことで水
に色がつくことを楽しんでいるように見えた。 
その日の振り返りで、Ａ児にとって、この幼稚園での春の遊びが初めてであり、それを新鮮に感じ、まず

は１人でじっくり試したいのではないかと共有した。教師は、他の幼児とかかわりながら遊んでほしいと願
って、つなぐ援助をしたが、Ａ児にとってはまだそのタイミングではなかったと捉え直した。今後、Ａ児が
自分がしたい遊びを楽しむ中で、他の幼児とかかわっていけるように見守っていこうと話し合った。そし
て、Ａ児の遊びが他の幼児の目線に入るように、５歳クラス児がよく通るテラス前にテーブルを置いた。他
の幼児がＡ児の使っている道具を一緒に使えるように、屋外の棚に幼児が自由に使えるプラカップやたれび
んを入れたり、色水づくりで使えそうな茶こしやすり鉢を幼児の目線に入りやすい位置に移したりして、Ａ
児の好きな色水づくりが他の幼児の目に触れるように、環境構成を更新した。 
 

 

Ａ児：「先生、お花がほしいんだけど、このお花とってもいいの？」 
教師：「どうだろうね。誰か知っている人いないかな？Ｂちゃん、何かＡちゃんが困っているみたいなんで

すよ」 
Ｂ児：「どうしたの？」 
Ａ児：「お花がほしいの。これとってもいいの？」 
Ｂ児：「あっちにいっぱいあるよ。行く？」 
Ａ児：「うん」 
３歳保育室付近の砂場まで走っていく。 

Ｂ児：「ここのなら、いいよ」 
Ａ児：「これもいいの？」 
Ｂ児：「うん。いいよ」 
Ａ児は花を摘み、コップに入れる。 

教師：「ここならたくさんあるね。よかったね、Ａちゃん」 
Ａ児：「うん」 
教師：「Ａちゃんは、このお花で何をしたいのかな？」 
Ａ児：「お花のお水をつくるの」 
Ｂ児：「私、ちょっと向こうに行ってくるね」 
Ａ児：「うん」 
 Ｂ児は、別の場所に遊びに行く。 



５月２日  

 Ａ児は、５歳保育室のテラス前で連日のように花を使った色水づくりをしていた。いろいろな色の花を集
めてきては、すり鉢ですりつぶし、できた色水をたれびんに入れて並べ、色の違いを楽しんでいた。この日も
テラス前で色水づくりをしていた。鍋に葉っぱを集め、水を入れてかき混ぜた後、茶こしを使ってボトルや
たれびんに色水を集めていた。教師は、Ａ児が鍋や茶こしなどの道具を使っていること、花ではなく葉を材
料にしていることで、これまでとは違った色水づくりを試していると捉えた。このやり方で色水をつくるこ
とは、他の幼児も試したことがなかったため、他の幼児の目に留まり、かかわりにつながるかもしれないと
考え、近くで見守ることにした。しばらくすると、近くを通りかかったＣ児が、Ａ児に声をかけた。すると、
Ｃ児がＡ児のやっていることに興味を示し、２人のやりとりが始まった。Ａ児は自分が使っていた道具を貸
して、それまで自分が試してきたことをＣ児に伝えた。そして最後には、自分が使っていた道具をＣ児に譲
ると、自分は棚から別の鍋やたれびんを持ってきて、隣で一緒につくり始めた。そのあとも、２人でできた色
水を見比べたり、道具のやりとりをしたりしながら、笑顔で色水づくりを続けていた。 
 この日の振り返りで、幼児同士のかかわりがうまれるように、テラスの環境を整えたことで、Ａ児のして
いることが、Ｃ児の目に留まったのではないかと話し合った。また、この日Ａ児がこれまで使っていたすり
鉢ではなく、鍋や茶こしを使っていたこと、花ではなく葉を材料としていたことが、Ｃ児には魅力的に映っ
たのではないかと振り返った。そして、テラス前という場所が、遊びに向かう幼児が必ず通る場所であった
ことが自然なかかわりにつながったのではないかと捉えた。教師は、Ａ児にかかわりの中で遊んでほしいと
いう願いはあっても、かかわりがうまれるような環境を整え、見守ることが自然なかかわりにつながるので
はないかと考えた。そして、Ａ児がこれまでじっくり試してきた色水づくりであるので、他の幼児とかかわ
りながら遊んでいけるのではないかと考え、この遊びが広がるように願い、屋外の棚にある道具の位置を幼
児の見やすいように並べ替えたり、保育室に木の実や葉っぱの図鑑を置いたりして、環境を整えた。 
 
５月 16日 

Ａ児：「見て」 
教師：「わぁ、今日はどんな色になるのかな？」 
Ａ児：「緑だよ」 
教師：「へえ。どんな色になるのか楽しみだな」 
Ａ児が葉っぱを鍋に入れ、色水をつくっているところに、Ｃ児が通りかかる。 

Ｃ児：「何してるの？」」 
Ａ児：「葉っぱで緑の水をつくってるんだよ」 
Ｃ児：「へぇ」 
 Ｃ児はＡ児が鍋をかき混ぜているのをじっと見ている。 
Ｃ児：「私もやりたい」 
Ａ児：「いいよ。これ、やってみる？」 
Ｃ児：「うん」 
Ａ児：「これも使っていいよ」 
Ｃ児：「ありがとう。どうやるの？」 
Ａ児：「ちょっと貸して。こうやって入れてから、棒でおすの。そうすると、出るでしょ」 
教師：「へえ、これでそんなことできるんだね」 
Ｃ児：「本当だ。私もやる」 
Ａ児：「いいよ。はい」 
Ｃ児：「わあ、できた。わたしもこれほしい」 
Ａ児：「わかった。まだあっちにあるから、これ使ってもいいよ」 
Ｃ児：「ありがとう」 

Ａ児：「Ｂちゃん、一緒に木の実集めしよう」 
Ｂ児：「いいよ。今日もいっぱいとろう」 
Ａ児：「うん。入れ物持ってくるね」 
Ｂ児：「うん」 
Ａ児：「持ってきたよ。緑はこっち、赤はこっちにする？」 
Ｂ児：「いいね。そうしよう。緑はシャインマスカット、赤はサクランボだね」 
Ａ児：「いいね」 
４歳クラスａ児：「私もほしい」 
Ｂ児：「いいよ」 
Ａ児：「好きなの持って行っていいよね」 
Ｂ児：「うん、いいよ」 



前日、これまであまり自分から他の幼児に声をかけることのなかったＡ児が自分からＢ児に声をかけ、２
人で一緒に桜の実を集め始めた。Ｂ児は、これまで保育室に置いておいた木の実の図鑑を開き、園庭などに
ある木の実と見比べたり、桜の実を集めたりしていた。Ａ児にとってＢ児は、これまでテーブルの近くで色
水づくりをしたり、道具を借りたりする存在だった。少しずつやりとりを重ねていく中で、Ａ児はＢ児と一
緒に遊びたいという思いをもつようになっていったのではないかと捉えた。自分から声をかけて遊び、Ｂ児
から「また明日もやろう」と言われたＡ児は嬉しそうに「うん」と答えていた。 
この日、朝から「今日はＢちゃんと遊ぶんだ」と笑顔で話していたＡ児は、Ｂ児が登園するとすぐに声を

かけた。教師は前日の様子やこの日のＡ児の言葉や表情から、Ｂ児と一緒に遊ぶことをとても楽しみにして
いるのだと読み取り、友達とかかわりながら遊ぶ機会になればと願い、近くで見守ることにした。２人は、
前日に桜の実を集めていた場所へ走って向かい、桜の実を集め始めた。たくさん集めると実を色ごとに分
け、シャインマスカットやさくらんぼに見立て、「ほしい」と言ってきた年下の幼児とお店屋さんのイメー
ジでやりとりを楽しんでいた。 
色水づくりの広がりを願い、環境を整えたことがＢ児の木の実への興味につながる環境になっているのだ

と捉えた。教師は、幼児の楽しみを丁寧に読み取り、その楽しみにつながるような環境を整えたうえで、見
守ることの大切さを改めて実感した。 
さらに、木の枝になっている桜の実を自分でとりたいと言う年下の幼児の願いを叶えようと、２人でベン

チを運んだり、木の枝を引き寄せたりして、年下の幼児が自分で桜の実をとれるようにしていた。教師は、
年下の幼児が桜の実をたくさん集め、うれしそうにしている様子を見て、この経験がＡ児にとって、自信に
つながるのではないかと捉え、Ａ児にも聞こえるように年下の幼児に声をかけた。４歳クラスａ児の「あり
がとう」という言葉は、Ａ児にとってかけがえのない言葉になったのではないかと考える。「年長さんだか
らできるんだ」と言った時のＡ児の表情は自信に満ち溢れていた。 
４月に他園の保育の様子を参観したことで、５歳クラスの自信につながる援助を意識することができた。

Ａ児がＢ児とのかかわりの中で、年下の幼児の思いを叶える経験ができたこと、それを教師が「育ちの姿」
として意味付けできたことは大きな価値があると考える。 
 

 
考察 
 Ⅸ期において願う育ちの姿として「友達とかかわりながら、一緒に遊びをつくり出そうとする」があげら
れる。教師は、４月初めに１人で遊ぶＡ児の姿を捉え、友達とのかかわりがうまれるようにと願って、友達
とつなぐ援助を考えていた。しかし、Ａ児はその後も１人で黙々と遊ぶ姿が見られた。その姿から、Ａ児に
とっては友達と一緒に遊ぶことではなく、１人でじっくりと遊ぶことを楽しんでいるのではないかと捉え直
し、まずはＡ児がやりたいことをじっくり試せるように環境を整え、いつか自分からかかわろうとする姿を
願って、見守っていこうと援助の方向性を確認した。Ａ児は土や砂、花や水などの材とじっくりと向き合

４歳クラスａ児：「やったー。これください」 
Ｂ児：「さくらんぼですね」 
Ａ児：「どうぞ」 
４歳クラスａ児：「ありがとう」 
 ４歳クラスａ児はコップに木の実を入れ、Ａ児が木の実をとっている様子をじっと見る。 
４歳クラスａ児：「私もとりたい」 
Ｂ児：「いいよ」 
４歳クラスａ児：「でも届かないんだよ」 
Ａ児：「うーん。これとりたいの？」 
４歳クラスａ児：「うん」 
Ａ児：「じゃあ、ちょっと待ってて。Ｂちゃん、あれ持ってこよう」 
Ｂ児：「いいね」 
 近くにあるベンチをＡ児とＢ児で運んでくる。 
Ｂ児：「これでどう？」 
 Ａ児が木の枝を引っ張り寄せる。 
Ａ児：「これで届く？いっぱいとっていいよ」 
４歳クラスａ児：「うん」 
教師：「ａちゃん、よかったね。年長さんのおかげで、いっぱいとれたね」 
４歳クラスａ児：「うん！年長さん、ありがとう」 
Ａ児：「またとりたかったら、手伝ってあげるよ」 
教師：「Ａちゃん、Ｂちゃん、すごいね。ａちゃん、喜んでたね」 
Ａ児：「うん。私は年長さんだからできるんだ」 



い、自分のペースで遊びを続けていた。教師が先回りして他の幼児とつなごうとせず、そのときのＡ児の楽
しみを読み取り、それを実現させるための環境を整え、見守っていたからこそ、自分のやりたいことを思う
存分試すことができたのではないかと考える。そして、「やりたい」思いが満たされ、自信をつけたことに
よって、自分から友達を誘い、一緒に遊ぶ姿につながっていったのではないかと捉えた。 
他園のカンファレンスに参加した年中クラス担任から、その園の職員が「かかわりを支えるためには、ま

ずは幼児が自分のしたいことを存分に楽しむことが大切であること、そうすることで自然とかかわりがうま
れてくるのではないか」と語っていたという話を聞いた。まさに、Ａ児の育ちの姿そのものであると考え
る。改めて幼児の思いを丁寧に読み取り、援助していくことの大切さを感じた。 
 



〈 ５歳クラス Ⅹ期 ７月 〉 「自分達で遊びをつくる姿を支える」 
 
これまでの保育の様子 
 ５月後半になると、年長クラスとしての環境にも慣れ、それぞれが思い思いに楽しみを見付け、遊んで

いた。園庭にあるグミの実が色付き、それを収穫したり、収穫した実を自分達で味わったりしていた。収穫の
際には、ビールケースを積み上げて、互いに声をかけ合いながら、ビールケースを押さえたり、上にのってグ
ミの実を採ったりしていた。たくさん採れたグミの実は自分達で洗って、年下の幼児の人数やグミの実の数
を数えて、年下の幼児に届けたりもした。目的を共有し、互いに声をかけ合いながら力を合わせようとする
姿が見られていた。また、生き物捕まえに夢中になっている幼児は、生き物を捕まえるだけでなく、捕まえた
後の生き物のお世話にも目を向け、エサをあげたり、虫かごの中の環境を整えたりする様子が見られた。生
き物捕まえの大好きなＥ児は、これまで遊びの大半の時間を生き物捕まえをして過ごしていた。自分のペー
スで園庭や園舎裏を散策しながら生き物を探したり、捕まえたりして楽しんでいた。 
７月に入り、暑い日が続くと、土山の穴に水をためて足をつけたり、水を流して滑り台のようにして遊ん

だりする幼児が増えてきた。振り返りタイムでは、幼児が自分たちで楽しみを見出し、その楽しみが続いて
いくことを願って、幼児の楽しみが何かをよく読み取り、そのきっかけを見逃さないようにしていこうと援
助の方向性を確認していた。その中で、Ｅ児も土山での遊びに加わり、全身を使って土や水の感触を楽しん
でいる様子が見られるようになっていた。生き物捕まえではない、違う遊びに興味を示しているＥ児の姿を
見て、Ｅ児は水を使った遊びに楽しみを見出しているのではないかと捉えた。そして、この水を使った遊び
を通して、Ｅ児が友達とのかかわりの中で、目的を共有し、工夫しながら、楽しみを見付けていく姿を願っ
て、援助の方向性を確認した。前の日の遊びを想起できるように、遊びの写真を幼児の目の届くところに貼
ったり、前の日の遊びに使っていた物を幼児の目線に入りやすいようにしたりして、環境を整えていこうと
話し合った。 
 
７月 11日 

Ｄ児：「前みたいに水をいっぱいにしよう」 
Ｅ児：「いいね」 
 Ｄ児とＥ児で雨どいを組み、Ｆ児は他の幼児とスコップで砂場に穴を掘る。 
Ｅ児：「おもちゃ持ってこよう」 
Ｇ児：「ぼくも」 
 Ｅ児とＧ児、Ｆ児は雨どいにおもちゃを置くが流れず、手で動かす。 
Ｆ児：「流れないな」 
Ｅ児：「そうだ。こっちにジェットコースターつくろう」 
 Ｅ児は砂場の端に砂山をつくり、そこに雨どいや木の板を置き、鍋で水を流す。 
Ｅ児：「わぁ、流れた」 
Ｈ児：「何やってるの？」 
Ｅ児：「ジェットコースター」 
Ｈ児：「私もやりたい」 
Ｅ児：「いいよ。水持ってきてくれない？」 
Ｈ児：「うん」鍋に水を入れて、持ってくる。 
Ｈ児：「いくよ」 
Ｅ児：「いいよ。わあ、いった」 
Ｈ児：「おもしろいね」 
教師：「すごい。ここまできたね」 
Ｅ児：「もう 1回やろう。次は、ここまでいくかな」 
水を勢いよく流す。 

Ｈ児：「おお。いった」 
Ｅ児：「あっちでもやってみる」砂場の真ん中に行く。 
Ｅ児：「ぼくもやらせて」 
Ｄ児：「ぼくがやったらね」おもちゃを転がす。 
Ｅ児：「水で流すと速く行くよ」 
Ｇ児：「水持ってきた。いくよ」 
Ｅ児：「いいよ」 
 Ｇ児が水差しの水を流す。 
Ｄ児：「前よりも速い！」 
Ｅ児：「すごいスピード」 



 前の週、砂場に雨どいを組み、たくさんの水を溜めたところで多くの幼児が水に浸かりながらおもちゃを
動かして遊ぶ様子が見られていた。この日も、前の週の遊びを思い出し、砂場に水を溜めて遊び始めた。Ｅ児
は、雨どいをジェットコースターに見立て、そこにおもちゃを流して遊んでいた。初めは短い雨どいにおも
ちゃを置き、鍋に水を入れて流していたが、他の幼児がつくった長い雨どいでも試してみたくなり、他の幼
児のもとへ行って試していた。雨どいの傾斜や水の量などを工夫しながら、試す姿が見られた。教師は、Ｅ児
がおもちゃの進み方の違いに気付き、それを楽しんでいるのではないかと読み取り、やりたいことをじっく
り試せるように、近くで見守ることにした。そして、Ｅ児がおもちゃを流したタイミングで、Ｅ児の表情から
その思いを読み取り、一緒に喜んだり、達成感が味わえるような声かけをしたりした。 
 振り返りタイムでは、Ｅ児が水をつかった遊びに夢中になっていることが話題になった。教師が敢えて必
要以上に声をかけず、近くで見守ったことで、Ｅ児は自分のやりたいことをじっくり自分のペースで試すこ
とができたのではないかと話し合った。そして、Ｅ児の表情やつぶやきから楽しみを見出していることを読
み取り、共感的な声かけをしたことで、Ｅ児の思いが続き、何度も試す姿につながっていったのではないか
と捉えた。このあともＥ児の楽しみが続くように、砂場に掘った穴をそのままにしておいたり、雨どいやビ
ールケースを運びやすいように位置を変えたりして、環境を整えた。 
 
 
７月 19日 遊びの時間（前半） 

教師：「すごい！前よりも速くなったんだね」 
Ｇ児：「水を流すと速くなるんだよ」 
Ｅ児：「そうそう、水をいっぱい流すと速くなるよね」 
教師：「へぇ、そうなんだ」 
Ｄ児：「あと、これも前より高いしね」 
教師：「前よりも高いんだね」 
Ｄ児：「そう、そう。前は２つだったから、今日は前より高いんだよ」 
教師：「へぇ」 
Ｅ児：「もう１回やろう」 

Ｄ児：「今日も雨どいしようよ」 
Ｅ児：「いいね。やろう」 
Ｄ児：「今日も分岐つくるんだ」 
Ｆ児：「ぼくもやりたい」 
Ｄ児：「いいよ。一緒にやろう」 
教師：「いいね、今日も楽しみだな」 
 ３人で雨どいを組み、砂場に水をためる。 
Ｅ児：「あ、ここ水が漏れてる」 
Ｆ児：「本当だ。ちょっと待ってて」雨どいを持ってくる。 
Ｅ児：「この下に何か置いて」 
Ｄ児：「これでいい？」 
Ｅ児：「もっと高くないと」 
Ｆ児：「これも」裏返しのどんぶりの上に裏返しの茶碗を重ねる。 
Ｄ児：「もうちょっと」 
Ｅ児：「これは？」コップを持ってくる。 
Ｄ児：「いいよ。置いてみて」コップを裏返して重ねる。 
Ｅ児：「これでいいね。この先も雨どいをつなげよう」雨どいを持ってきてつなげる。 
Ｅ児：「こっちとこっちが同じになるようにしようよ」 
Ｄ児：「同じ？」 
Ｅ児：「うん。今はこっちの水がいっぱいでしょ。だから同じになるように」 
Ｄ児：「いいね。どうすればいいかな？」 
Ｆ児：「待って。これでどう？」ペットボトルの底を切り取ったものにホースの先につなげた塩ビ管を差し
込んで、下に流れる水量と上に流れる水量を調節する。 

Ｅ児：「もうちょっと、こっちがいっぱいになるように」 
Ｄ児：「こうすればどう？」ペットボトルの向きを調節する。 
Ｅ児：「いいね。同じになったよ」 
教師：「本当だ。みんなで力を合わせるとこんなこともできるんだね。すごいね」 
Ｄ児：「うん。もっと分岐つくろう」 
Ｅ児：「いいね。今日はいっぱいにしよう」 



 雨どい遊びは、前の週から少しずつ形を変えながら、毎日のように続いていた。この日も朝から雨どい遊
びを始めた３人。３人は前の日に雨どいから漏れている水を別の雨どいで受けて、砂場に流し、「２つの道が
できた」と喜んでいた。そして、その雨どいの様子を電車が好きなＤ児は「分岐だ」と言って喜び、この日も
朝から「今日も分岐をつくるんだ」と言いながら登園してきた。Ｅ児は２つに分かれた雨どいから流れてく
る水の量の違いに気付き、それを同じにしようと提案する。それを聞いた他の幼児も、その提案を受け入れ、
ホースの先の傾きを変えながら、水の量を調節する。教師は、幼児の発想の豊かさに感心しながら、自分たち
で目的を共有し、楽しみを見出している姿と捉え、幼児が自信や達成感を味わえるように、見守りに徹しよ
うと考えた。水の量を調節し終えると、もっと分岐をつくろうと取り組み始める。教師は、Ｅ児が友達とのか
かわりの中で、目的達成に向けて、試行錯誤する姿を支えたいと考え、近くで見守りながら、必要に応じて一
緒に喜んだり、称賛する声かけをしたりした。 
 ３人は、この日の遊びの時間、ずっと砂場で遊んでいた。分岐を４つつくった後、それらの雨どいを使っ
て、雨どいの先端から石を流し、どこに流れていくか分からない「おみくじ遊び」と遊びを広げていった。さ
らに、「おみくじ遊び」を繰り返す中で、石が「大当たり」に流れると、砂でつくったケーキやかき氷の景品
がもらえるような遊びに発展させていった。年下の幼児が遊びに来ると、「好きなところから流していいよ」
と優しく声をかけ、「おしい」「もう少し」などと励ましたり、「大当たり！」と景品を渡したりしていた。自
分たちのつくった場で年下の幼児が楽しそうに遊ぶ姿を見て、とてもうれしそうに景品を渡したり、声をか
けたりしていた。この経験が３人にとっては自信につながっていったのではないかと捉えた。 
 振り返りタイムでは、幼児が自分たちで目的を共有し、次々と楽しいことを見付け、楽しんでいる姿が見
られたことを共有した。教師は「自分たちでやってみる」経験を大切にしたいと考え、見守りに徹することに
した。そのことで、幼児はうまくいかなくても自分たちで何とかしようと考え、工夫しながら楽しみを見出
していったのではないかと振り返った。つまり、「しない援助」が自分たちで遊びをつくる姿を支えているの
ではないかと確認した。この後も、幼児が自分たちで楽しみを見付けていけるように、幼児の思いをよく読
み取っていこうと話し合った。そして、幼児が景品としてつくったかき氷やケーキをとっておきたいという
思いをもったため、次の日にもこの遊びが続くようにと願い、雨どいやビールケースの近くにとっておくこ
とにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ児：「いいね。次は３つ目」 
Ｅ児：「ここ、水が出てるよ」 
Ｄ児：「本当だ。ここにしよう」 
Ｅ児：「雨どい、持ってきたよ」 
Ｄ児：「ここに置こう」 
Ｅ児：「何か、下に置くのないかな？」 
Ｆ児：「これ持ってきたよ」 
Ｄ児：「ここに置いて」 
Ｅ児：「これで、つなげれるね」 
 Ｆ児が雨どいをつなごうとする。 
Ｄ児：「あー。こわれちゃった」 
Ｅ児：「大丈夫」崩れた雨どいを組み直す。 
Ｅ児：「ちょっと、ここ押さえてるから、そっちお願い」 
Ｆ児：「うん」 
Ｄ児：「いいよ。できた。流れてる」 
教師：「うわぁ、やったね」 
Ｄ児：「すごい！３つになった」 
Ｆ児：「もう１つできるかな？」 
Ｅ児：「やろうやろう」 



７月 20日 

 ３人は登園すると、前の日の遊びを思い出し、前の日につくった景品のかき氷やケーキなどを砂場に持っ
てくる。Ｆ児が持ってきた景品を雨どいの上に置き、手で押さえながら雨どいの上を移動させる。これを見
たＤ児は「回転寿司」のイメージを思いついたように、お皿を持ってきて「お寿司屋さんです」と声をあげ
た。その場にいたＦ児やＥ児もＤ児の動きや言葉で雨どいをレーンに見立てた「回転寿司」のイメージを共
有したようだった。３人は「回転寿司」のイメージをもち、お客が食べる場をつくり始める。しかし、お客
が食べるためのテーブルの位置をどこにするかでイメージのずれが生じる。教師は、これまで３人で目的を
共有し、力を合わせて遊ぶ姿があったことから、この日も自分たちで折り合いをつけて遊びを進めていける
だろうと考え、３人を信じて、敢えて声をかけずに見守ることにした。すると、Ｅ児は自分の思いを伝えな
がらも、２人の思いを受け入れ、テーブルの位置を調整した。その後、教師をお客として呼び入れ、３人は
店員になりきって遊んだ。教師は、お客として呼ばれた際、他の幼児がお客としてかかわることで遊びが広
がるのではないかと考え、自分がお客として遊びに加わることに迷いがあった。しかし、もし他にもお客に
来てほしいと考えるなら、自分たちでかかわりをつくっていくだろうと考え、教師は敢えて他の幼児とつな
ぐことはせずに、教師がお客になり、３人が店員としてのやりとりを楽しめるように援助していこうと考え
た。教師がお客になると、３人は同じような曲を口ずさみながら、店員としてのやりとりを楽しんだ。教師
が食べ終わると、３人は自然な流れでお客になったり、店員になったりしながら、「回転寿司」の遊びを続
けていた。 

Ｆ児：「昨日のやつ、持ってくる」 
Ｅ児：「ぼくも」昨日の景品を自分のロッカーから持ってくる。 
 Ｆ児が持ってきたかき氷を雨どいの上を滑らせる。 
Ｄ児：「いいね」お皿を持ってくる。 
Ｄ児：「お寿司屋さんでーす」 
Ｆ児：「回転寿司です」 
Ｅ児：「今日は、回転寿司ね」 
教師：「今日はお寿司屋さんになるんだね。楽しみだな」 
 Ｅ児がビールケースをいくつも運び、砂場に並べる。 
Ｄ児：「そこは置かないで」 
Ｅ児：「なんで？ここで、食べれるようにしたらいいじゃん」 
Ｄ児：「だって、そこだとぬれちゃうよ」 
Ｅ児：「でも、ここじゃないと届かないよ」 
Ｄ児：「うーん」 
Ｆ児：「運べばいいんじゃない？」 
Ｄ児：「ぼくたちが運んでいこう」 
Ｅ児：「じゃあ、ちょっとこっち？」 
Ｄ児：「うん。そこならいいね」 
Ｅ児：「じゃあ、これがテーブルで、こっちがいす」 
Ｄ児：「うん、そうしよう」 
Ｆ児：「準備ができましたよ」教師の方に向かって大きな声で呼ぶ。 
Ｅ児：「ここに座ってください」 
教師：「はーい。今行きます」 
Ｄ児：「何がいいですか？」 
教師：「おすすめはありますか？」 
Ｆ児：「まぐろも、たまごもあります」 
教師：「じゃあ。まぐろで」 
 Ｆ児が鼻歌を口ずさみながらお皿を運んでくる。 
Ｆ児：「どうぞ」 
教師：「わあ、おいしそう。いただきます」 
Ｅ児：「食べたお皿はこっちです」 
 Ｆ児が砂場に塩ビ管を立て、食べ終わったお皿をその中に入れる。 
Ｄ児：「ケーキもあります。どうぞ」 
Ｅ児：「ジュースもあります」Ｆ児と同じ鼻歌を歌いながらジュースを届ける。 
教師：「ありがとうございます。ここのお寿司屋さんはデザートもおいしいですね」 
Ｆ児：「もう食べましたか？」 
教師：「はい。ごちそうさまでした」 
 Ｅ児が食べ終わった皿を塩ビ管に入れる。 



 振り返りタイムでは、これまであまり自分の思いを主張することのなかったＥ児が自分の思いを主張する
姿を共有した。Ｅ児がこれまでの雨どい遊びを通して、友達とのかかわりの中で自信をつけ、自分の思いを
伝えても大丈夫だという思いにつながっていったのではないかと振り返った。また、教師がお客として遊び
に加わることに迷いはあったが、教師がお客役をすることで、３人が一緒に店員としてのやりとりを楽しむ
ことにつながり、このやりとりを通して、イメージを共有していたのではないかと話し合った。教師相手の
やりとりを経たことで、３人の「回転寿司」のイメージがさらに共有され、その後自分たちで役割を変えな
がら、「回転寿司」を楽しむ姿につながっていったのではないかと捉えた。 
 
 
 
 
考察 
 ５歳クラスⅩ期は、「友達とアイディアを出し合い、工夫を重ねながら大がかりな遊びをつくっていき、
自分たちの遊びの中に年下の幼児を受け入れて遊ぶ時期」である。「自分たちで遊びをつくる姿」とは、友
達とのかかわりの中で、目的を共有し、工夫を重ねながら、楽しみを見付けていく姿であると考える。Ｅ児
は、この雨どい遊びを通して、友達と一緒に「分岐をたくさんつくりたい」という目的に向けて、雨どいの
位置や組み方を工夫し、壊れてもあきらめずに最後までつくろうとしていた。また、できた雨どいで、もっ
と面白いことをしようと道具や場を工夫しながら、「おみくじ遊び」や「回転寿司」の遊びを楽しんでい
た。このようなＥ児の姿は、「自分たちで遊びをつくる姿」と捉えることができる。 
 そして、教師は幼児の「自分たちで」という経験を大切にし、幼児を信じて見守ることで、幼児の「自分
たちで遊びをつくる姿」を支えることにつながるのではないかと考える。さらに、教師が必要に応じて称賛
する声かけをしながら、近くで見守ることで、「自分たちでできた」という自信や達成感につながるのでは
ないかと考える。教師は、「幼児は自ら育つ力をもつ存在」だということを心に留め、幼児の思いをよく読
み取りながら、幼児同士のかかわりの中で遊びをつくっていく姿を支えていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



〈５歳クラスⅪ期 10・11月〉 「協同して思いを実現していく姿を支える」 
 
これまでの保育の様子 
 ２学期が始まるにあたって、屋外遊びの充実や継続につながるようにと願い、テラス周辺の環境を整備し
た。これまでテラスの奥に置いてあったすり鉢や茶こし、ケースなどの道具を水盤の近くに移動したり、茶
碗や鍋などを入れるワゴンやビールケース、雨どいなどを運びやすく、使いやすいように整えたりした。 
９月、暑さが残る頃、多くの幼児が集まり雨どい遊びなど水を使った遊びをする姿がよく見られていた。

10月になり少しずつ涼しくなってくると、それまで多くの幼児がかかわりながら楽しんでいた水を使った遊
びをする幼児が減ってきた。教師は季節が変わっても、どの幼児も夢中になれる遊びを見付け、その楽しみ
の中で自然とかかわりがうまれることを願って、まずはそれぞれの幼児の思いをよく読み取り、やりたい思
いが実現するように援助していこうと方向性を確認していた。 
10月中旬、Ｉ児は毎日のように自分でつくったダンボールの電車に乗り、園庭で走らせていた。途中、年

下の幼児を乗せて一緒に電車ごっこを楽しんでいた。Ｉ児は１人で自分のやりたいことに夢中になって、自
分のイメージに近づくように工夫する姿がよく見られていた。その様子を副担任と共有し、Ｉ児が同じ年齢
の５歳クラス児とやりとりをしながら、一緒に楽しんだり、一緒にやり遂げたりする経験をすることで、Ｉ
児の遊びがさらに充実するのではないかと話し合った。自然なかかわりがうまれるように、まずはＩ児がや
りたいことを大事にしていこうと援助の方向性を共有した。 
教師は、Ｉ児が読んでいた本やＩ児との会話から、Ｉ児はいくつもの線路やホームが並ぶ駅に興味をもっ

ていることと捉えた。まずは、Ｉ児が思いついたことを試せるように、大きなダンボールや牛乳パックなど
の材や道具をいつでも使えるように準備しておくことにした。 
 
10月 30日  

 教師は、Ｉ児が夢中になって遊ぶ姿がＪ児やＫ児との自然なかかわりにつながったことをうれしく思い、
そのやりとりを近くで見守ることにした。教師は、Ｉ児のいくつもの線路が並ぶ駅をつくりたいという思い
が実現するかもしれないと捉え、幼児の考えを称賛したり、駅のホームをイメージするような言葉をかけた
りした。駅が完成し、電車を走らせることになると、教師は、Ｉ児の電車は１つしかなく、Ｉ児のイメージす

Ｉ児が、５歳保育室前の砂場付近でリヤカーを使い、線路を地面にかいていると、Ｊ児とＫ児が「いっ
しょにやりたい」と仲間に入る。しばらく３人で地面に線路をかき、長く伸ばしていく。 
Ｊ児：「そうだ」ビールケースを持ってくる。 
Ｉ児：「何してるの？」 
Ｊ児：「ここに座れるようにしたの」 
Ｉ児：「いいね。じゃあ、ここを１番線にしよう」 
 運んできたビールケースを地面にかいた線路の脇に並べる。 
Ｊ児：「いいね」 
教師：「へぇ、なるほどね。お客さんが乗るところか」 
Ｉ児：「そうそう、駅のホーム」 
Ｊ児：「いいね。じゃあ、もっとビールケース持ってくるね」 
教師：「２番線もできるってこと？」 
Ｉ児：「うん。３番線もできるよ」 
Ｋ児：「いいね。ぼくも持ってくる」 
３人で線路をかいた脇にビールケースを並べる。 

Ｉ児：「ここが１番線、こっちが２番線、ここが３番線だね」 
教師：「すごいね。３番線まである大きな駅になったね」 
Ｉ児：「うん。ぼく、電車持ってくる」 
Ｋ児：「ぼくたちはどうしようか」 
Ｊ児：「そうだよね。ぼくたち、電車ないしね」 
Ｉ児：「ぼくのに一緒に乗る？」 
Ｊ児：「あっ！いいこと考えた」 
自転車置き場から自転車を持ってきて、線路の上に並べる。 

Ｊ児：「これならどう？」 
Ｋ児：「いいね。これならみんな乗れるね」 
Ｉ児：「じゃあ、みんな出発しよう」 
Ｊ児：「いいよ」 
Ｉ児：「１番線、電車が出発しまーす」 
 ３人は電車や自転車で出発し、園庭を走り出す。 



るような複数の電車が走ることにはならないのではないかと考えたが、幼児自身が考え、幼児自身の思いで
遊びが展開していくように、そのまま見守ることにした。すると、Ｊ児が自転車を電車に見立てることを提
案したことで、Ｉ児の思いが実現することになった。教師が先回りせずに見守ったことで、幼児が自ら考え
て、工夫する姿につながった。 
 振り返りタイムでは、Ｉ児の楽しみを支え続けてきたことで、Ｉ児の遊びが充実し、他の幼児がそれに興
味を示すようになったのではないかと振り返った。さらに、教師が実現が難しいと思っていたことも、それ
ぞれの幼児が考え、アイディアを出し合い、協力することで実現することを目の当たりにしたことを共有し
た。このＩ児の姿は、これまでの年下の幼児とのかかわりではあまり見られなかった。幼稚園の中で遊びの
経験が多い５歳クラス児とのかかわりだからこそ見られた姿なのではないかと捉えた。Ｉ児が友達と一緒に
目的を達成したこの経験は、Ｉ児にとって大きな自信になったのではないかと話し合った。 
冬が近づき、屋内遊びが中心になるとＩ児は何をしようかと、やりたいことを模索している様子が見られ

ていた。教師はＩ児の好きな電車が屋内遊びの楽しみにつながればと願い、保育室の本棚に電車にかかわる
本をいくつか準備した。Ｉ児はそれらを見ているうちに、電車づくりを始めた。方眼紙を使って電車をつく
ったり、ダンボールに線路をかいて、電車を走らせたりするようになった。教師は、Ｉ児が小さな電車や線路
をつくっている様子から、ジオラマのようなイメージなのではないかと読み取り、その思いを支えていく援
助の方向性を副担任と共有した。 
 
11月 28日  

 Ｉ児は本棚からジオラマづくりの職人の本を見付けると、その本を見ながら、ジオラマをつくりたいとい
う思いをもった。教師は、棒で線路をつくるという I児の発想に感心しながら、線路づくりに使える棒を I

I児：「何か棒ください」 
教師：「どんな棒かな？何に使いたいのですか？」 
Ｉ児：「棒をつないで、線路にしたいんだよ」 
教師：「棒で線路ができるの？」 
Ｉ児：「うん。ジオラマつくるの」 
教師：「ジオラマ？ジオラマってなんだ？」 
Ｉ児：「ジオラマって、こういう小さいやつ」 
教師：「へぇ、すごいね。ジオラマ楽しみだな。割りばしや竹串があるけど、どっちがいいですか？」 
Ｉ児：「うーん。こっちにする」竹串を選ぶ。 
 テーブルに制作用のシートを敷き、準備する。 
Ｉ児：「どうやってくっつけようかな」 
Ｍ児：「どうしたの？」 
Ｉ児：「これをくっつけたいんだけど…」 
Ｎ児：「テープなら、ここにあるよ」 
Ｍ児：「これは何つくるの？」 
Ｉ児：「線路にするの」 
Ｍ児：「じゃあ、テープじゃない方がいいんじゃない？ 

テープだとすぐとれちゃうよ」 
Ｉ児：「うん。じゃあ、どうしよう」 
Ｍ児：「あっ、ボンドはどう？」 
Ｎ児：「ボンドならとれないんじゃない？」 
Ｉ児：「そうだね。先生、ボンドある？」 
教師：「ボンド、ありますよ」 
Ｍ児：「棒でつけたらつけやすいんじゃない？」 
Ｉ児：「そうだね。ちょっと、ここ押さえてくれない？」 
両端に長い竹串を並べ、その間に等間隔に短い竹串を並べる。 

Ｎ児：「これは何？」 
Ｉ児：「これはふみきりにしようかな」 
Ｎ児：「ふみきりだと、立てなきゃいけないね」 
Ｉ児：「そうだね。ここが乾いたら、こっちに立てようかな」 
Ｍ児：「うちわがあるといいね」 
Ｎ児：「そうしたら、早く乾くね」 
教師：「なるほどね」廃材が幼児の目に入るように、立ち位置を変える。 
Ｉ児：「これでもできるよ」廃材の箱で、風を送る。 
Ｎ児：「いいね」廃材の箱を持ってくる。 



児と相談した。竹串に決まると、I児の遊びが他の幼児に見えやすくなるようにテーブルを保育室の中央に
出した。興味をもったＮ児とＭ児が自然と手伝うかたちで遊びが進んでいった。これまで５歳クラス児は竹
串やボンドを使って製作することはほとんどなかった。Ｎ児とＭ児が加わったことで、様々な問題に対し、
アイディアを出し合って目的を達成していく姿をうれしく思い、見守っていた。 
 振り返りタイムでは、テーブルを保育室の中央に配置し、Ｉ児が楽しんでいる様子が他の幼児に伝わった
ことで、Ｎ児やＭ児がジオラマづくりに興味をもつことにつながったのではないかと振り返った。Ｎ児やＭ
児がジオラマづくりに仲間入りしたことで、Ｉ児だけではなかなかうまくいかないことも、仲間とアイディ
アを出し合ったり、試行錯誤したりすることによって、実現したのではないかと話し合った。また、このジ
オラマづくりが線路をつくって終わりではなく、線路ができた後も家や建物を並べたり、電車を走らせたり
していく可能性も考え、使えそうな材料を準備しておこうと確認した。ちょうどその頃、担任と副担任が一
緒に他園を参観する機会があった。その園では、どの保育室も幼児がつくったものを幼児の目の届くところ
に置き、いつでも誰でも見ることができるような環境になっていた。教師は、屋内遊びが多くなってきた時
期に、互いの遊びの跡が見えるような環境を整えることで、互いの遊びを知り、自然なかかわりがうまれる
のではないかと考え、保育室の幼児のロッカーの上に名札を置き、つくったものなどを飾れるように環境を
更新した。 
 
11月 29日 

Ｉ児：「昨日の線路、乾いたかな？」 
教師：「乾いてるといいね。楽しみだね」 
Ｉ児：「あっ。乾いてる！」 
Ｎ児：「わー！すごーい！」 
Ｏ児：「本当だね、すごい！Ｉくんは、何してるの？」 
Ｉ児：「ジオラマつくってるの」 
Ｏ児：「ぼくもいれて。電車走らせていい？」 
Ｉ児：「いいよ。ぼくのも持ってくるね」 
Ｎ児：「トンネル、つくったら？」 
Ｏ児：「電車もトンネル通るしね」 
Ｉ児：「いいね」 
Ｎ児：「じゃあ、ぼくトンネルつくる」方眼紙でトンネルをつくり始める。 
Ｊ児：「ここはどうする？」 
Ｍ児：「うーん。ここは街にしたら？」 
Ｊ児：「いいね。街かぁ…」 
教師：「街って何があるんだろうね…」 
Ｍ児：「家とか公園とか…。あっ！街にＪちゃんの家、 

置いたらいいんじゃない？」 
Ｊ児：「いいね。持ってくる。Ｎちゃんも家あるよね」 
Ｎ児：「うん。持ってくるね」 
 Ｊ児とＮ児は、自分がこれまでにつくった家やブランコを 
ロッカーの上から持ってきて並べる。 
Ｍ児：「ここが街で、ここが海」 
Ｉ児：「じゃあ、ここに橋をつくろう。わりばしください」 
教師：「分かりましたよ。なんかすごい街になってきたね」 
Ｉ児：「うん。準備ができたら、電車走らせよう」 
Ｎ児：「トンネルできたよ」 
Ｉ児：「電車が発車しまーす」 
Ｏ児：「おー、トンネルに入った！」 
教師：「この電車は、海も家も見えていいね」 
Ｏ児：「そうそう、こっちが海でこっちが街」 
Ｊ児：「電車にこの子乗せてあげて」竹でつくった小さな人形を渡す。 
Ｉ児：「ちょっと、待ってて。先生、ダンボールカッター貸してください」 
教師：「分かりましたよ」 
Ｉ児は、竹の人形が入るように大きさを調節しながら、電車の上に穴をあける。 

Ｉ児：「これで、乗れるよ」 
Ｍ児：「乗せてみて」 
Ｊ児：「うん。ぴったり！」 



 この日、Ｉ児は登園するとすぐに、前の日につくった線路が乾いているかを確かめに行った。前の日にＩ
児と一緒に線路をつくっていた他の幼児もボンドが乾いているのかを楽しみにしているようであった。Ｉ児
が線路を持ち上げると何本もの竹串がボンドでつながれ、長い線路のようになっていた。その様子を近くで
見ていた他の幼児もテーブルの周りに集まってきた。教師は、多くの幼児がかかわりの中でこの遊びを楽し
めるように、幼児同士のやりとりを見守りながら、幼児から要望があれば、必要なものを提供できるように
しようと考えていた。テーブルを出すと、自分たちでテーブルを「ロの字型」」に並べ、場を整えた。Ｍ児
が１つのテーブルを街にしたらいいのではないかと提案すると、Ｊ児は「いいね」と共感しながら、「街か
ぁ…」とつぶやいた。教師はＭ児の「街」のイメージがＪ児に共有されるように、教師も会話に入って一緒
に考えた。すると、Ｍ児は家や公園があるなど、具体的なイメージを言葉にし、Ｊ児が以前に家をつくって
いたことを思い出すと、Ｊ児にそのことを伝えた。Ｊ児とＭ児のやりとりの中で、Ｊ児やＮ児が少し前に楽
しんでいた家づくりの遊びとこのジオラマづくりの遊びがつながった。 
 振り返りタイムでは、多くの幼児がやりとりしながら、互いの思いを実現させようと協力する幼児の姿が
話題になった。電車を走らせたいというＯ児の思い、トンネルをつくりたいというＮ児の思い、「街」にし
たいというＭ児の思い、電車に人形を乗せたいというＪ児の思い、そしてジオラマをつくって遊びたいとい
うＩ児の思い。温かい雰囲気の中で、それぞれの思いを大切にしながら、そこにいる全ての幼児が心地よい
時間を過ごしていたように振り返った。その場にいた教師も同じように心地よさを感じていたことを共有し
た。I児にとっての電車の遊びと同様に、Ｊ児やＮ児の家をつくりたい思いを支えてきたことが遊びの充実
につながった。そして、I児のジオラマをきっかけに、他の幼児がしていた遊びがつながり、総合的な遊び
へと発展していった。幼児同士が互いの遊びや楽しみを知ることができるように保育室の環境を更新したこ
とで、このジオラマづくりの遊びが多くの幼児がよりよくかかわりながら遊ぶ姿につながったと振り返っ
た。 
 
 
考察 
 季節が変わると、遊びの様子も変わってくる。その変化の中でも、全ての幼児が楽しみを見付け、夢中に
なれるように援助していきたいと考えている。そのために、まず幼児一人一人の楽しみは何か、今何に興味
をもっているのかをよく読み取ることを大切にしてきた。そして、それぞれの遊びが充実することで、自然
と幼児同士のかかわりがうまれるのではないかと捉えていた。 
Ｉ児が好きな電車の遊びに夢中になっている姿を見て、他の幼児もかかわりの中で楽しむ様子が見られ

た。「これまでにない遊びで面白そうだな」「一緒にやってみたいな」そんな思いがうまれると、自然とかか
わりがうまれるのではないかと捉えた。楽しそうなことをやっていると自然と幼児は集まり、遊びが続いて
いくことを実感した。教師はＩ児のやりたいことを読み取り、その楽しみを支えたことによって、仲間が集
まり、ともに心地よい時間を過ごすことにつながったと考える。そのためのきっかけづくりとして、保育室
の環境構成を更新したことが幼児同士のかかわりにつながったのではないかと考える。幼児がつくったもの
を幼児のロッカーの上に置いておくことで、支度をする時や着替えをする時など、自然と目にする機会が増
え、「これは何？」「どうやってつくったの？」「あとで、教えて」と自然とかかわりがうまれるようになっ
た。 
 さらに、仲間と一緒に心地よい時間を過ごした経験の積み重ねが相手の思いを聞いたり、受け入れたりと
いったよりよくかかわる姿につながっていると感じた。その姿が遊びの時間だけでなく、園生活全般でも見
られるようになったと実感している。遊びの中で仲間に自分の思いを聞いてもらえる経験が、安心して自分
の思いを言える信頼につながっているのではないかと考える。 
 

Ｏ児：「次は、ぼくが電車走らせていい？」 
Ｉ児：「いいよ」 



＜５歳クラス Ⅻ期 ３月 ＞ 「共に遊びをつくる姿を支える」 
 
これまでの保育の様子 
 Ⅻ期は屋内で遊ぶことが多くなることから、段ボールなどを使って大きなものを製作したり、つくったも
ので遊んだりするスペースを確保できるように、ロッカーの配置を変えて、保育室の環境を整えた。幼児は、
一輪車や大縄跳び、製作遊びなどに夢中になり、お楽しみ発表会で披露する幼児もいた。お楽しみ発表会の
後も、友達の発表したことに興味をもち、新たに挑戦する幼児や一緒に遊ぶ幼児の姿が見られた。 
 ３学期に入り、遊戯室に一輪車が出されると、Ｐ児、Ｑ児、Ｒ児は毎日のように一輪車遊びに夢中になって
いた。互いに教え合ったり、新しい技に挑戦したりして、温かい雰囲気で楽しんでいた。３月になると、修了
式に向けて、遊戯室から一輪車を片付けることになっていた。お楽しみ発表会が終わった２月下旬の振り返
りタイムでは、一輪車を片付けた後、この幼児たちはどんなことに興味をもち、どんなことが次の楽しみに
なるのかと話し合っていた。Ⅻ期は「共通の目標に向かって活動し、共に生活する楽しさを味わう時期」であ
る。一輪車以外にも友達と共に考えたり、協力したりして遊びをつくっていく楽しさを味わえるように、幼
児の思いをよく読み取り、援助していこうと方向性を確認していた。遊びのきっかけになればと考え、これ
まで幼児たちが興味をもっていたおりがみやスイーツの本を本棚に入れておくことにした。 
 
３月５日 遊びの時間（前半） 

 遊戯室でしばらく一輪車をした後、保育室へ戻ってきた２人は、本棚の前でスイーツの本を開き始めた。
教師はこれまで一輪車に夢中になっていた２人の次の楽しみにつながるきっかけになるのではないかと考え、
近くで見守ることにした。ケーキづくりの材料を考えている様子を読み取った教師は、以前に２人がガムテ
ープのテープ芯でケーキづくりをしていたことを想起できるようにつぶやき、幼児から材料などの要求があ
った際にはすぐに援助できるようにしておこうと考えた。すると、テープ芯でのケーキづくりを思い付いた
２人はテープ芯とガムテープを使ってケーキづくりを始めた。その様子を見ていると、以前は１色のガムテ
ープを巻いてつくっていたが、今回は何色ものガムテ―プを規則的に並べて巻き、ガムテープで模様をつけ
るなど、工夫が見られた。互いにつくっているものを見せ合ったり、アイディアを出し合ったりする姿は、こ
れまでの経験から自分たちで遊びをつくっていく姿と捉え、見守る援助を基本にしながら、幼児の自信につ
ながる言葉をかけるようにした。 
 
３月５日 遊びの時間（後半）  

Ｐ児：「これ、かわいいね」 
Ｑ児：「うん。ケーキつくろうよ」 
Ｐ児：「いいね、いいね。そうしよう」 
Ｑ児：「どうやってつくる？」 
Ｐ児：「うーん」 
Ｑ児：「どうしようかな」 
教師：「そういえば、前もケーキつくってたよね」 
Ｐ児：「うん。つくったことあるよね」 
Ｑ児：「そうだ。これでつくったよね」 
Ｐ児：「そうだね。やったー。いっぱいある」 
教師：「いっぱいつくれるね」 
Ｑ児：「ガムテープでこうやってつくったよね」 
Ｐ児：「うん。そうそう」 
 ガムテープの芯にガムテープを巻いて穴をふさぎ、丸いケーキに見立てる。 
Ｑ児：「こうやると、レインボーのケーキになるよ」 
Ｐ児：「本当だ。いいね。私もつくる」 
Ｑ児：「先生、黄色のガムテープありますか？」 
教師：「ありますよ」黄色のガムテープを渡す。 

教師：「おいしそうなケーキがいっぱいになってる」 
Ｐ児：「すごいでしょ」 
教師：「すごいね。これ、どうやってできてるの？」 
Ｑ児：「先生もつくってみる？」 
Ｐ児：「体験もできますよ」 
教師：「このお店はケーキをつくる体験もできるんですか？」 
Ｐ児：「はい。つくりますか？」 
教師：「はい。お願いします」 



 遊びの時間の後半、保育室でケーキづくりを始めた２人のところにＲ児も仲間に入り、３人でケーキづく
りをしていた。教師が、その様子を見ながら遊戯室に他の幼児の援助に行って戻ってくると、つくったケー
キがさらに増えていた。３人の自信につながればと願い、声をかけると、ケーキづくりの体験ができると誘
われた。教師はこの時、教師ではなく、他の幼児が体験することでさらに遊びが広がるのではないかと考え、
遊びに加わることを迷ったが、近くに他の幼児がいなかったこともあり、教師が体験することで今後の遊び
につながっていくのではないかと考え、お客として遊びに加わることにした。 
 振り返りタイムでは、このケーキづくりの遊びが３人の次の楽しみになり、次の日以降どんなふうに発展
していくのかわくわくする気持ちを共有した。以前のケーキづくりでは、つくったものをすぐに持ち帰り、
それで遊びが終わってしまうことが多かったため、つくったものをロッカーの上に飾れるようにそっとロッ
カーの上を整理したことで、幼児がつくったものをロッカーの上に飾ることにつながったと振り返った。つ
くったケーキが幼児の目の届くところに置いてあることで、幼児自身が次の日もこの遊びを発展させるきっ
かけになるだけでなく、他の幼児の目にも留まり、遊びが広がるのではないかと考えた。また、この日教師が
相手ではあったものの、ケーキづくり体験を行った経験から、今後自分たちでケーキをつくるだけでなく、
ケーキをつくる体験ができるお店として、遊びの広がりが考えられるのではないかとその可能性について検
討した。さらに、遊戯室の環境を更新するタイミングであることから、これまで一輪車を置いていた場所が
空くことで、このケーキづくりやケーキづくり体験のお店が多くの幼児の目に触れるように、遊戯室が使え
ることを視野に入れておこうと話し合った。 
 
３月７日  

Ｑ児：「これに、好きな色を１回巻いて」 
Ｐ児：「こうやって少しずらして、前の色が見えるように上から違う色を貼るんです」 
教師：「へぇ、なるほどね」 
Ｐ児：「そうやって何回もやっていくとこんなふうになります」 
教師：「ありがとうございます。やってみますね」 

４歳クラスｂ児：「私もやりたい」 
Ｐ児：「クッキーつくりたい人は、こっちでもできますよ」 
４歳クラスｂ児：「ここ？どうやるの？」 
Ｐ児：「えっとね、今こっちもやらなきゃだから…」周りを見渡す。 
Ｐ児：「ねえ、Ｓちゃん、ｂちゃんに教えてあげてくれる？」 
Ｓ児：「いいよ。ここに座って。これに好きな色でかくんだよ」 
４歳クラスｂ児：「うん。このペン、出ない」 
Ｓ児：「こうやって振るとでるよ」 
４歳クラスｂ児：「ありがとう」 
Ｒ児：「私たちは、クッキーを焼こう」 
Ｐ児：「うん。じゃあ、ここがクッキーを焼くところね」 
４歳クラスｃ児：「クッキーください」 
Ｒ児：「はい。プレゼント用ですか？家で食べますか？」 
４歳クラスｃ児：「プレゼントで」 
Ｒ児：「はーい。もう焼けた？」 
Ｐ児：「うん。いいよ」 
Ｒ児：「はい、どうぞ。食べ終わったら、また持って来てくださいね」 
４歳クラスｃ児：「うん」 
４歳クラスｄ児：「ぼくもやりたい」 
Ｐ児：「クッキーはあっちでつくれますよ」 
４歳クラスｄ児：「ちがう」 
Ｐ児：「何がやりたいの？」 
４歳クラスｄ児：「ここ」 
Ｒ児：「お店屋さんってこと？」 
４歳クラスｄ児：「うん」 
Ｐ児：「今はできないんだよ。かくならできるけど」 
４歳クラスｄ児：「やだ」 
Ｐ児：「えー。でも今日は無理なんだ」 
Ｒ児：「ここ、狭いから入れないし」 
４歳クラスｄ児：「やだ」 
膠着状態が続く。 



 朝からケーキの他にもクッキーをつくりたいという思いをもったＲ児の提案で、クッキーづくりが始まっ
た。お客がたくさん集まってきたため、遊戯室にテーブルを出すことにした。３人は、遊戯室にケーキ屋さ
んのお店の場とクッキーづくり体験ができる場をつくった。Ｐ児とＲ児が中心にお店屋さんが始まった。２
人がお店の準備をしていると、クッキーづくり体験をしたいとたくさんの年下の幼児が集まってきた。２人
だけでは対応しきれず、クッキーづくり体験をしていたＳ児に仕事を頼み、年下の幼児が楽しめるように工
夫した。途中、年下の幼児がお店屋さんに加わりたいと言いに来るが、それぞれの思いがぶつかり、膠着状
態が続いた。教師はⅫ期の５歳クラス児は、自分たちで話し合いながら、年下の幼児も楽しめるように工夫
する力があると信じ、近くで見守ることにした。すると、初めは狭くてお店に入れないからと言っていたＰ
児だったが、クッキーを焼く機械に見立てた衣装ケースの位置を変え、もう１人入れるようなスペースを確
保し、４歳クラスｄ児を仲間に入れることにした。Ｐ児は、ｄ児に「こうやって焼くといいよ」とトングを
使ってクッキーを機械に入れるやり方を教えたり、ｄ児の「これでいいの？」などという質問に答えたりし
て、異年齢で共に遊びを楽しむことにつながった。 
 振り返りタイムでは、クッキーづくりを遊戯室で行ったことで、多くの幼児の目に留まり、異年齢での遊
びに広がっていったと振り返った。前日、ケーキづくり体験をしたことがこの日のクッキーづくり体験につ
ながったと考える。また、この日「お店屋さんをやりたい」と年下の幼児が言ってきたことが、Ｐ児やＲ児
にとっては、よい経験になったのではないかと捉えた。これまで、Ｐ児、Ｒ児は気の合う仲間と遊びの時間
を過ごすことが多かったため、年下の幼児を仲間に入れて一緒に遊ぶことはあまり経験がなかった。自分た
ちの思いを主張しながらも、年下の幼児の思いを受け入れ、最終的には仲間として一緒に遊ぶ姿に成長を感
じた。次の日以降もこの遊びが広がっていくように、クッキーを入れるラッピング材やケーキ屋さんのお店
で使えそうなかごやカートなどをいつでも出せるように準備しておくことにした。 
 
３月８日  

Ｐ児：「どうしよう。狭いし」 
４歳クラスｄ児：「やりたい」 
教師：「やりたいんだね」 
４歳クラスｄ児：「うん」 
Ｐ児：「うーん。これなら大丈夫かな」 
 クッキーを焼く機械（衣装ケース）を動かし、店を広くする。 
Ｒ児：「これならいいか」 
Ｐ児：「じゃあ、クッキー焼く仕事してくれる？」 
４歳クラスｄ児：「うん」 
教師：「ｄちゃん、よかったね」 
４歳クラスｄ児：「うん」 

Ｑ児：「先生、できたよ」 
教師：「本当だ。おいしそう」 
Ｑ児：「でもね、今日はお客さんがこないんだよ」 
Ｒ児：「遊戯室、だーれもいない」 
教師：「たしかに。こんなおいしいクッキー、みんなに食べて 

もらえたらいいのにね」 
Ｑ時：「うん。いっぱいできたのに…」 
Ｒ児：「うーん。じゃあ、売りに行ってくる？」 
Ｑ児：「それ、いいね」 
Ｒ児：「前、乗せて運ぶやつあったよね？」 
Ｐ児：「あった、あった」 
Ｒ児：「先生、前にＴちゃんたちが使ってた動く台みたいなのありますか？」 
教師：「何に使いたいの？」 
Ｑ児：「えっと、クッキーを乗せて売りに行きたいの」 
Ｐ児：「お客さんが全然いなくて…」 
教師：「そっか。それはいい考えだね。お客さんどこにいるかね？」保育室にカートを取りに行く。 
 Ｑ児とＲ児は４歳保育室や出会いの広場などを見て回る。 
教師：「ありましたよ。これでいいかな？」 
Ｑ児：「そうそう、これこれ」 
Ｒ児：「みんな外にいるみたいだから、外に売りに行こうよ」 
Ｑ児：「いいね。じゃあ、ここにクッキー、こっちにケーキを入れていこう。Ｐちゃんたちはどうする？一

緒に外に行こうよ」 



 この日も、自分たちで遊戯室に積み木やマットを使い、クッキーづくりやケーキ屋さんの場をつくってい
た。その様子を見ていた４歳クラスｄ児も仲間に入り、クッキーをつくったり、ラッピングをしたりして、
ケーキ屋さんの準備をしていた。この日はとても天気がよく、遊戯室にはこの４人しかいなかった。教師
は、その様子を遠くで見ながら、お客がいないことでこの遊びが終わってしまうかもしれないという不安も
あった。少しのきっかけでさらにこの遊びが発展していくのではないかと考え、ケーキやクッキーを売るた
めに使いそうなかごやカートを保育室のすぐ出せるところに準備して、遊戯室の４人に声をかけた。する
と、幼児はこれまでの経験からカートを使って売りに行くことを思い付き、外に売りに行くことにした。ま
た外に行く際、Ｑ児はＰ児に声をかけ、一緒に外に行くことを提案したが、Ｐ児は一緒に遊んでいた４歳ク
ラスｄ児に声をかけると、ｄ児の思いを受け入れ、遊戯室でクッキーづくりを続けることにした。Ｐ児が年
下の幼児の思いを快く受け入れて一緒に遊戯室に残ると決めたこと、Ｑ児やＲ児がそのＰ児の思いを受け入
れて、自分たちは２人で外にクッキーを売りに行くと決めたことは、それぞれの幼児が互いの思いを大切に
している姿と捉えた。外に出ると、近くにいた幼児がカートの周りに集まり、お店屋さんとお客のやりとり
が行われていた。 
 振り返りタイムでは、この日のケーキ屋さんの遊びは、幼児がこれまでの経験から自分たちで遊びをつく
っていく姿だったのではないかと振り返った。お客がいないことに気付いた時、自分たちでアイディアを出 
し、必要なものを準備して、お客がいそうなところに行くことを思い付き、実行した。教師が遊びの様子を
よく読み取り、カートを準備していたことで、遊びが広がったのではないかと考える。幼児の思いを読み取 
り、様々な遊びの広がりを想定し、準備しておくことの大切さを改めて確認した。 
 
 
考察 
 このケーキ屋さんの遊びは、修了式直前まで続いた。３人の幼児にとってこの遊びは、幼稚園生活の集大
成のように感じた。これまでの経験からケーキやクッキーをつくる際にさらなる工夫が見られたこと。お客
がいないときに自分たちから売りに行くことを思い付き、やってみたこと。気の合う仲間だけでなく、「や
りたい」と言う年下の幼児を仲間に入れ、互いの思いを聞きながら折り合いをつけ、一緒に遊んだこと。お
店屋さんとしてお客とていねいにかかわっていたこと。年下の幼児の思いを聞き、その思いを受け入れ寄り
添ったこと。何よりも自分たちのやりたいことを、友達と一緒に考え、工夫しながら叶えていく姿はとても
頼もしく思えた。 
 教師は、この時期の幼児はこれまでの様々な経験から、自分たちで解決する力があると信じ、近くで見守
りながら、必要に応じて少しのきっかけを見逃さないように援助を行ってきた。幼児は、自分の思いだけで
なく、相手の思いを受け入れながら、みんなが楽しく、気持ちよく遊ぶにはどうしたらよいかを考えてい
た。気の合う仲間と過ごす時間も楽しく心地よい時間であるが、園だからこそ経験できるかかわりの中で遊
ぶ時間は、この時期の幼児にとってかけがえのないものであろう。教師はそんな経験を環境を整えることで
支えていくことが大切だと考える。このケーキ屋さんの遊びで見られた幼児の姿は、多様な幼児とのかかわ
りの中で、互いの思いを共有し、試行錯誤を繰り返しながら、遊びをつくりあげる姿であると捉えた。 
 

Ｐ児：「うーん。ｄちゃん、外行く？」 
４歳クラスｄ児：「ううん。ここがいい」 
Ｐ児：「じゃあ、私たちはここでクッキーつくっておくね」 
Ｒ児：「うん。わかった。いっぱいつくっておいてね」 
Ｐ児：「行ってくるね」 
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